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坂城町都市計画街路A01号線の嵐橋通 り (幅員16m、 全長292m)の 道路改良事業に伴 う埋蔵

文化財の発掘調査は、昭和58年実施の隣接地の学術調査に続いて、今回は、平成 3年度に試掘調

査を実施し、平成 4年・ 5年度にわたって発掘調査を行いました。

調査の結果、東裏遺跡Hか らは、竪穴住居址、竪穴状遺構、礎石建物址、溝状遺構等々が、ま

た青木下遺跡からは、竪穴住居址、水田址、等々が調査の結果明らかにされ、この地域の当時の

生活を知る上で貴重な資料を得ることができました。

発掘の進行途上、町民の皆さんを対象に現地説明会を開催 し、多くの方々にご参加願い文化財

に対する関′いと理解を深めていただけたことは、大へんありがたいことでありました。

本調査にあたり団長の森鳴稔先生には、終始温かいご指導をいただき御礼申し上げます。さら

に長野県教育委員会、調査団の関係各位はじめ快 く作業に協力してくださった皆様方に、敬意と

感謝を申し上げ序にかえる次第であります。



日

1 本書は、坂城町道A01号線道路改良事業に伴う南条遺跡群東裏遺跡H・ 青木下遺跡の発掘調

査報告書である。なお、今回の調査により、新たに青木下地籍を青木下遺跡と命名 した。

2 発掘調査所在地及び面積

南条遺跡群東裏遺跡H・ 青木下遺跡      長野県埴科郡坂城町大字南条637他

面積  1区 299m2  2区 第 1面  688が   2区第 2面 433m2  2区 第 3面 291m2

3区第 1面 695m2  3区 第 2面 685m2  3区 第 3面 678m2 4区第 1面 1000m2

4区第 2面 680m2  5区 第 1面 328m2  5区 第 2面 278m2 計6,055m2

3 調査期間

平成 4年度 9月 30日 ～ 1月 20日 (現地調査)

平成 5年度 4月 2日 ～ 7月 19日 (現地調査)

4 植物珪酸体の分析については、パ リノ・サーヴェイ佛に委託し、付編に掲載した。

5 本書の執筆は第Ⅵ章を森鳴団長が、他の章については、助川が行った。

6 本書の編集は森鳴調査団長の指導の下、助川が行った。

7 本書及び調査に関する資料は、坂城町教育委員会の責任下において保管されている。

8 本調査及び本書の作成にあたって、下記の方や機関からご配意を得た。記して感謝の意を表

したい。 (敬称略、50音順)

青木一男、赤松 茂、上原 学、臼田武正、川上 元、児玉卓文、小林真寿、小山岳夫、

佐藤信之、坂井美嗣、塩入秀敏、須藤隆司、高村博文、竹原 学、堤 隆、羽毛田卓也、

林 幸彦、福島邦男、三石宗一、翠川泰弘、宮下健司、矢口忠良、矢島宏雄、和根崎剛

0更埴広域シルバー人材センター

例

1 遺構の略号は下記のとおりである。

H→竪穴住居址  F→礎石建物址  D→土坑址  M→ 溝状遺構  Ut→土器集中址

S→集石址  Pa→水田址  Ta→竪穴状遺構

2 遺構名は、時代別ではなく調査区ごとに任意で命名した。

3 実測図の縮尺は、下記を基本としたが、縮尺の異なるものもあり、各図ごとに示 した。

竪穴住居址・礎石建物址・土坑址→ 1/80  遺構配置図→ 1/500

土器 0石器実測図→ 1/4

4 遺物の挿図中での表記は、第 1図 1は 1-1と した。



挿図中におけるスクリーン トーンは、

1)遺構

下記のものを示す。

遺構構築土 形%多

2)遺物

須恵器断面 轟轟甕

6 土層の色調は、『新版

焼 土

黒色処理 華鐵難  灰釉陶器 鞍難鎌

標準土色帖』の表記に基づいて示した。
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第 I章 発掘調査の経緯

第 1節 発掘調査に至る動機 と経緯

東裏遺跡Ⅱ°・青木下遺跡は、坂城町南条に所在し、千曲川によって形成された沖積地の自然堤

防上 と後背湿地に位置し、標高41lm前後を測る。平成元年度に作成された『坂城町遺跡分布

図』によると、弥生～平安時代の複合遺跡とされ、昭和58年に実施された東裏遺跡の調査では、

古墳時代後期の土器群がまどまって出土し、特に多量な手捏土器の出土により祭祀的な性格の濃

い遺跡の一端が判明した。また、遺跡の立地環境から水田址の存在する可能性も考えられ、古墳

時代後期を主体 とする祭祀的色彩の濃い集落と水田という居住・生産域の存在が予想されていた。

今回、坂城町建設課が行 うA01号線道路改良事業に伴い、遺跡の破壊が余儀なくされることと

′なり、保護協議の結果平成 3年度に試掘調査を実施した。試掘調査の結果( 102区 では水田址

が存在し、 3～ 5区は居住域 と判明した。なお、 3～ 5区には遺構の確認面が、 3面存在する事

が判明したため、再度の保護協議の結果、平成 4年度に 10203区 の発掘調査を5年度に 40

5区の発掘調査を実施することとなった。

趾

奪

ぶ
ポ

‐ヽ
、

ヨ

第 1図 東裏遺跡‖・青木下遺跡位置図
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第 2節 調査団の構成

(事務局)坂城町教育委員会

教育長    島田 雅男 (平成 5年 6月 退任)

西沢 民雄 (平成 5年 7月 就任)

社会教育課長 塩野入 猛

文化財係長  山崎 政弘                 ′

文化財係   助川 朋広、小平光一

(調査団)

団長     森鳴  稔 (日 本考古学協会員、長野県考古学会会長、千曲川水系古代文化研究所

主幹)

担当者    助川 朋広 (坂城町教育委員会学芸員、日本考古学協会員)

調査員    郡山 雅友 (坂城町臨時職員、平成 5年 8月 退任)

調査補助員  小平 光一 (坂城町教育委員会学芸員)

協力者    中村久子、宮尾美代子、春原かずい、萩野れい子、塩野入早苗、天田悦子、

天田澄子 (以上、坂城町臨時職員)

(五十音順) 朝倉二郎、青木清、石井和美、池田てる子、伊藤篤、上野かずえ、小林 さよ子、

斉藤義治、鈴木猶子、高橋幸世、滝沢江つ子、達家みきえ、田中勤、塚田智子、

塚田良子、中島千津子、中島晴一、中村さつ き、中村容民、西沢茂五郎、 日向

正義、矢島岩太郎、柳沢文子、山崎貞子、山辺ケサ江

(以上、更埴地域広域シルバー人材センター)

第 3節 調査 日誌

(平成 4年度調査)

9月 30日 重機で 203区 の表土除去開始。        査。

10月 5日 結団式を行い、協力者が調査に入   11月 27日  3区重機による第 2面調査開始。

り、 2区水田調査、 3区検出 0掘        2区 全体清掃を行う。

り下げを行 う。           11月 28日  2区バルーン測量行う。

10月 26日  1区 トレンチによる調査開始。    12月 5日  2区重機による第 2面調査開始。

断面精査 し、水田層の把握。           3区 検出・掘り下げを行う。

11月 19日  3区第 1面調査終了。下面層位把   12月 20日  3区第 3面調査開始。

握のため、サブトレンチの断面調        Hl住 検出。
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12月 22日  2区 第 3面調査開始。

1月 7日  3区住居が玉作 り工房 と判明。

1月 11日  2区 第 304面 調査終了し、青木

下遺跡の調査終了。

(平成 5年度調査)

4月 2日  4区 表土除去作業を開始。

4月 5日 結団式を行 い、第 1面の調査に入

る。

検出・掘り下げを行う。

4月 28日  第 1面全景写真撮影。

5月 13日  本 日より5区の表土除去作業開始。

近現代の建物址検出。

5月 21日  4区 第 2面 まで重機により下げる。

5月 28日  5区 第 1面調査終了。

5月 29日  5区 第 2面 まで重機により下げる。

1月 19日  全ての遺構掘 り下げ終了。

1月 20日 実測・片付けを行い、 3区の調査

終了。

6月 3日

6月 24日

7月 10日

7月 11日

7月 19日

7月 20日 ～

形
Y=26920

第 2図 東裏遺跡 ‖・青木下遺跡発掘調査区設定図 (1:40,000)
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第Ⅱ章 遺跡の立地 と環境

第 1節 地理的環境

坂城町は、東信濃と北信濃の接触点にあたり、善光寺平を構成する更埴地方の最南端に位置す

る。県の東部から北部を貫流する千曲川は、上田・小県盆地の北端である右岸に位置する塩尻の

岩鼻と、左岸に位置する半過の岩鼻から、坂城広谷と呼ばれる、貫通谷である沖積盆地をつ くり

だしている。そして、北の横吹きの岩壁をかすめて、戸倉 。上山田の沖積地へと続いていく。

坂城地域は、南では、両岩鼻が千曲川断層面の岩壁となり、東では、太郎山・鏡台山とを南北

に結ぶ山稜が、上田・真田・更埴の市町界となり、五里ケ峰から葛尾山、横吹きと自在山の岩壁

がネック状となり、屏風のように連なっている。西では、大林山を主峰とする山稜が連続し、上

田・上山田・坂井との市町村界となって一地域を構成している。千曲川は、その地域を北流して

いるのである。

右岸地域の坂城・中之条・南条地区と左岸地域である村上地区は、したがって招 り鉢状の盆地

形をなす千曲川流域の独立した空間であり、広谷状をなしている。地域の特徴は、右岸の地域は

西南する広い斜面と、いくつかの小河川や沢によってつ くられた複合扇状地と千曲川沿いの沖積

地であり、左岸地域は、千曲川断層面のなす岸壁と、小さな沢や岩錐、小複合扇状地 というよう

に様相を異にしていることである。

南条遺跡群は、千曲川右岸地域の千曲川の自然堤防上とその後背湿地に位置し、上田市から岩

鼻を通過する坂城町の南の玄関口にあたる。この付近は、度重なる千曲川による氾濫によって恵

まれた水田地帯となっている。

第 2節 歴史的環境

坂城町の自然堤防上や小河川によって形成された複合扇状地には、いくつもの遺跡が存在し、

現在集落や水田・畑地となっている。

最古の資料 として採集されているのは、後期旧石器時代に所属する保地遺跡 (3-1)出土の

上ケ屋形彫刻器や小形の尖頭器数点である。

縄文時代の遺跡では、南条地区の金井遺跡群 (2)か ら早期 と考えられる特殊磨石が出土し、

坂城地区では、込山A・ B遺跡などで前期・中期の土器や住居址が確認されている。金井遺跡

(2-1)では、中期の勝坂式土器や出尻土偶が採集されている。晩期では、保地遺跡 (3-1、

昭和42年調査)か ら亀ケ岡系前半の土器群が出土している。また、坂城地区の込山E遺跡からは
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1南条遺跡郡(弥～平 )

1-4中 町遺跡(弥 ～平)1-5田 町遺跡(弥～平)1-6廻 り目遺跡(弥～平)1-7
2金井西遺跡群(縄 γ平)2-1金 井遺跡(縄～平)2-2社 官神遺跡(縄～平)2-3

百々目利遺跡(弥～平 )

塚田遺跡(弥 ～平)1_8青 木下遣跡(弥～平)

並木下遺跡(縄～平 )

3金井東遺跡群 (糸電～平)3-1保 地遺跡(縄～平)3-3大 木久保遺跡(縄～平)3-4酒 玉遺跡(縄～平 )

4栗 ヶ谷古墳(古墳)5社 官神経塚 (中世)6町 横尾遺跡(縄～平)7北 畑古墳(古墳後期)8中 之条遺跡群(縄 ～平 )

8-1寺 浦遺跡 (糸電～平)8-2上 町遺跡(弥～平)8-3東 町遺跡(弥～平)8-4Jヒ 浦遺跡(縄 ～平)8-5官 上遺跡(縄 ～平 )

9南条塚穴古墳(古墳後期)10谷川古墳群(古墳後期)10-1入 横尾支群向田古墳(古墳後期)10-2入 横尾支群刈塚古墳(古墳後期 )

11入横尾遺跡(平 )13前原墳墓群 (中 世～近世)14御堂川古墳群山口支群(古墳後期)15山崎遺跡(縄 )16御堂川古墳群山崎支群

(古墳後期)17御堂川古墳群前山支群 (古墳後期)17-1前 山1号墳 (古墳後期)17-2前 山2号墳(古墳後期)17-3前 山3号墳

(古墳後期)17-4前 山4号墳(古墳後期)17二 5前山5号墳(古墳後期)17-6前 山6号墳(古墳後期)17-7前 山 7号墳(古墳後期 )

18御堂川古墳群東平支群二塚古墳(古墳後期)19御堂川古墳群山田支群(古墳後期)20豊饒堂遺跡(縄～弥)

21開畝遺跡(弥～平)22人塚古墳(古墳後期)24成久保遺跡(古～平)53開畝製鉄遺跡(中世)65中 之条石切場跡(近世 )

66祗沢古墳(古墳後期)67中之条代官所跡(近世)69観音坂城跡(中世)70南鯉の川遺跡(奈～中)

第 3図 周辺遺跡分布図

-5-



遮光器土偶頭部が出土し、古 くから注目されている。これらの遺跡群は、千曲川の開析による段

丘上地形の上部である扇状地に集落が立地する訳ではあるが、当遺跡のように千曲川沖積地にお

いても集落遺跡と言えないまでも、遺物が確認され、様々な課題を残している。

弥生時代では、南条遺跡群中町遺跡 (1-4)、 塚田遺跡 (1-7 平成 4年度調査実施)、 塚田

遺跡Ⅱ (平成 5年度調査実施)があり、
1後

期箱清水式土器が出土し、塚田遺跡Ⅱでは該期の住居

址が検出され、集落遺跡と判明された。同遺跡群内の自然堤防上あるいは中洲には、大集落の存

在が示唆され、重要な位置を占めている。                  
｀

古墳時代では、千曲川の段丘上に位置する中之条遺跡群宮上遺跡 (8-5、 平成 4年度調査)や

寺浦遺跡から後期の土器群や住居址が検出され、カマ ド芯材と見られる円筒形土製品が出土して

いる。当遺跡からは、中期後葉から後期の土器群が出土している。古墳については、後期古墳の

御堂川古墳群前山支群 (17-1)な ど山脚部に位置する後期古墳が多く、千曲川右岸地域では中

之条・南条地区の御堂川や谷川の河川沿いに集中している。左岸地域では、出浦沢川や福沢川の

支流に位置し、石室の規模が千曲川水系最大である福沢古墳群小野沢支群の御厨社古墳が、代表

される。近年まで前期古墳の存在はないと思われていたが、 5世紀前半の東平古墳群で、方墳 と

円墳が調査され (平成 5年度長野県埋蔵文化財センター)、 存在が明らかとなった6

奈良時代では、集落遺跡の調査例は少ないが、寺浦遺跡 (8-1)、 山金井遺跡 (3-2)、 宮

上遺跡 (8-5)があり、生産遺跡として坂城地区の土井ノ入窯跡などがある。

平安時代では、金井西遺跡群 (2)、 開畝遺跡 (21)な どがあり、生産遺跡として土井ノ入窯

跡の瓦窯があり、込山廃寺や上田市信濃国分寺・尼寺や更埴市正法廃寺の差し瓦が生産されたこ

とが明らかとなっている。

中世では、嘉保 1(1094)年信濃国更級郡村上郷に配流された源顕清を始祖 と考えられる村上

氏が地方豪族 として成長し、村上義清が戦国時代に活躍した。その城館が葛尾山頂に位置する葛

尾城とその下にある村上氏居館跡である。また、中之条地区には、開畝製鉄遺跡 (53)があり村

上氏末期 と比定できる県内初の製鉄遺跡で、鉄の地方自給など生産・供給のあり方を示唆してい

る。南条地区には、金井・山金井という集落があり、鉄と非常に関連する地名ゆえに製鉄関連の

遺跡が存在する可能性が秘められているため注意が必要である。

また、社宮神経塚 (5)か ら白銅鏡などの和鏡や永楽通宝・金の小粒多数が発見されている。

当遺跡の東南部の山頂には和合城跡があり、村上氏の防衛のために蜂火台が置かれたところと考

えられている。鼠の由来は、当地に不寝番が置かれていたことより、不寝見より発したという説

もあり、近世では松代藩の私宿である鼠宿が栄えることとなった。

以上、東裏遺跡H・ 青木下遺跡の周辺である南条地区を中心 とした遺跡について触れたが、古

代から近世にわたる重要な位置を占めていたことがわかる。
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第Ⅲ章 発掘調査の概要

第 1節 調査の方法

本遺跡の調査は、東側の青木下遺跡を除き遺構確認面が、 2か ら3面存在すると考 えられたた

め、調査区内の遺構・遺物の正確な位置を記録でき、なお周辺に存在が予想される遺跡の調査に

も整合できるようにⅥⅡ系国家座標の座標軸を基にグリッドを組んだ。グリッドは、200m× 200m

の大グリッドを設け区画を行った。その中を40m× 40mに 25等分 した中グリッドを設定 (第 2

図)し、北東端よりA・ B・ C……Y区 とアルファベットの大文字で命名した。本調査区では、

IF、  IG、 IK、 IL、 IP、 IQ、 IU、 IV、 HA、 ⅡB、 HF、 HG、 HK、 HL区が

相当する。

さらに、その中グリッドを4m× 4血のグリッドで100区画に分害1し 、東西列を東から五十音

順であ・い・う……こ、南北列を北から算用数字で 10203… …10と し、各グリッドの北東交

点を小グリッ ドとし、遺構外出土遺物の取扱い及び遺構の検出位置は、この小グリッド単位で

行っている。

なお、調査区の設定は道路・用水路で調査区が、分断されるため東から 1区・ 2区…… 5区 ま

で分割 した。

遺構の実測方法は、簡易遣 り方・平板実測を行らた。

「
―
―
―
「
‐

Ia 盛土                           ⅡI a

lb 攪乱層                       III b
lc 暗灰色粘土層(2.5Y3/2)現代水田層。

Id 黒褐色粘土層(2.5Y3/1)水田溶脱層。           ⅢC

Ha にぶい黄褐色～暗褐色砂層(10Y R4/3～ 3/4)氾 濫砂層。   Ⅳa

Hb 灰オリーブ～黄灰褐色砂質土層(10Y R4/2～ 2.5Y2.5Y4/2)Ⅳ b

Hc 灰黄褐色砂質土層(10Y R4/2)             ⅣC

暗青灰灰色粘土層(5B4/1)平安時代水田層。    va
暗灰～暗青灰色粘土層(N3/0～ 5B)平安時代水田層。vb
集積粒子多量含む。               Ⅵ a

灰色粘土層(10Y R4/1～ 7.5Y4/1)水 田溶脱層。   Ⅵ b

黒褐色粘質土層(7.5Y2/1)           Ⅵ c

にぶい黄褐色砂層(10Y R4/2)          Ⅵ d

暗褐色砂質土層(10Y R4/3)          Ⅶ

第 4図 基本層序模式図

暗灰色粘土層(N3/0～ 2.5Y3/1)硬 質土、水田層 ?

暗青灰色粘土層(5B3/1)溶 脱層 ?

黄褐色シル ト層(10Y R4/3～ ツ4)第 3・ 4面検出面。
黒褐色土層(10Y R2/2)粘性強い、3区 第3面検出面。
暗褐色シル ト層(10Y R3/4)4区 第2面検出面。
暗褐色砂質土層(10Y R3/3)5区 第2面検出面。
黒褐色粘質土層(2.5Y3/1)縄文遺物包含層。

3区西側 2区西1貝 J、 3区 東側 1区 、2区東側
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第 2節 基本層序

東裏遺跡Ⅱの調査区内においては、あまり大きな堆積の変化の差異は認められないが、青木下

遺跡の堆積 との比較では、様相が異なっている。第 4図が調査区内の 1か ら5区の基本土層を抽

出したもので、 102区 が青木下遺跡、 3か ら5区が東裏遺跡Ⅱの土層柱状図にあたる。青木下

遺跡の調査分である1区 と2区の東側が千曲川の後背湿地にあたるため、水田址が存在 し粘土層

が堆積 し、 3か ら5区は千曲川の自然堤防上に位置するため、砂質土の堆積 となり、居住域 と

なっていた。 2区の柱状図は西側の居住域部分の土層を抽出した。

I層 は 5区では攪乱層となるが、基本的には現代の水田耕作土とその溶脱層である。H層 は 1・

2区の青木下遺跡では、 a層 で千曲川の洪水 (仁和 4年か)に よる氾濫砂層となり、 b・ C層 は

より細粒化した砂質土層、 3区では第 1面の確認面となる。Ⅲ層は平安時代の水田層になり、水

田土と溶脱層に分けられる。Ⅳ層はa.boC層 に分けられ、 a層が 2区・ 3区の第 2面 となる。

beC層は砂質土層で405区の第 1面の検出面となる。V層 は古墳時代の水田層になるのかも

しれない。Ⅵ層はa～ c層 に分けられ 203区の第 3面検出面、 405区 の第 2面検出面となる。

Ⅶ層は、一部のみの調査ではあるが、 2・ 3区の縄文時代の遺物包含層となる。

第 3節 検出された遺構・遺物

東裏遺跡Ⅱより検出された遺構・遺物は以下のとおりである。

遺構  古墳時代  竪穴住居址  29棟 遺物  縄文土器 中期～晩期土器

|

平安時代

溝状遺構

土坑址

土器集中址

竪穴状遺構

礎石建物址

集石址

8条

7基

3基

3基

1基

5基

土師器  壺・甕・不・高不・甑・手捏

須恵器  甕・不・円面硯

灰釉陶器 婉

石 器  打製石鏃・打製石斧

石製品  臼玉・管玉・砥石

銀・鋼製品 耳環

貨 幣  寛永通宝

青木下遺跡より検出された遺構・遺物は以下のとお りである。

遺構  古墳時代  竪穴住居址  1基  遺物  縄文土器 晩期土器

1    
溝状遺構   3条      土師器  壺・甕・不・高不

土器集中址  3基      須恵器  甕・不

平安時代  水田址    4区 画    石製品  管玉
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第Ⅳ章 東裏 跡Ⅱの調査結

第 1節 竪穴住居址

1)Hl号 住居址

遺 構 (第 9図 )

検出位置  3区第 3面、 IUか 10、 き 9010、 く9010、 IVか 1、 き 1、 く1グ リッド。重

複関係 M5号 溝状遺構に西壁 と床面が破壊される。南壁は調査区外 となるため全容 を把握でき

ていない。平面形態 隅丸方形を呈するものと思われる。北壁長 6。 6moヵ マ ドを軸 とする主軸

方位はN-85° 一Eを指す。壁残高は 0～ 18cmで あった。床面の状態 平坦で堅固な床面。壁溝

は、認め られなかった。ピットは 6基検出できた。 P102が 主柱穴 と思われる。 P2は、隅丸

方形を呈 し、テラスを持つ。 P405は 床面下で確認された。 P2の東側に小礫が集中していた。

カマ ド 東壁中央部に位置すると思われ、煙道部分が、比較的長 く張 り出す。袖部は粘質土で覆

われていた。遺物の出土状態 比較的散漫ではあるが、覆土及び床面上 より出土ヒノたものが主体

を占める。10-108は P5覆土内から出土 した。10-7の土師器甕は、 P2脇において潰れた

状態で床面上 より出土 した。107-16の 管玉が住居掘 り方埋土内より出土 している。

遺 物 (第 10図 )

土師器が大多数 を占め、不・甕が多い。土師器高不脚部や手捏土器 も見 られる。また、本址の

床面上より107-1の 滑石製の臼玉や住居掘方よ り107-16の 管玉が出土 した。本住居址は、出土

遺物から古墳時代後期初頭に位置づけられる。

2)H2号 住居址

遺 構 (第 12図 )

検出位置  3区第 3面、 IUお 708、 か 708、 き708グ リッ ド。重複関係 認められない

が、北壁が調査区外 となるため全容は、把握できていない。平面形態 南壁長は5。 8mを 測 り、

カマ ドを軸 とする主軸方向は、カマ ドが 2基確認できたため、 N-85° 一E、 N-95° 一Wを 指

す。壁残高は、 7～ 24cmであった。床面の状態 平坦で堅固な床面。壁溝は、認められなかった。

ピットは5基検出され、P102が主柱穴と思われる。なお、本床面の下においてもう1面床面

が確認された。P3は、隅丸方形を呈する玉造りの工作ピットと思われ、P405は床面以下で

確認されたピットである。P3の南側には小礫の集中がみられた。
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カマ ド 2基確認できた。東壁中央部と西壁中央部に位置するものと思われ、上部に確認された

床面に伴 うカマ ドが東壁のもので、西壁に存在するカマ ドが、下面で確認された床面に伴 うもの

と思われる。東壁に位置するカマ ドは、遺存状態が比較的良好であり両袖が残存していた。11-

4の土師器甕と13-1の土師器甕が逆位で重ねられ、潰れた形で出土した。カマ ドの天丼部の構

築に使用されたものと思われる。西壁に位置するカマ ドは、煙道部 と焼土が確認できただけであ

り、下の床面に焼土部分が伴 うため下面住居址のカマ ドと判断した。東壁に位置するカマ ドは、

H2号住居址同様煙道部が、長 く張り出す形状を呈する。

本住居址は、当初西壁にカマ ドをもったものと考えられ、あまり使用されないまま上部に床を

構築し直し、東壁にカマ ドを構築したものと思われる。いわゆる改築が行れ、その後玉造 り関係

の工房址 として、使用されたものと考えられる。

遺物の出土状況 床面よりやや浮いた状態で出土したものが多いが、13-3が上部の床面上より

出土した。

遺 物 (第 110130107図 )

本址の出土遺物は、土師器の不や甕があり土師器杯は外面ヘラケズリののちヘラミガキ、内面

ヘラミガキが施される。土師器の甕では、内外面にヘラケズリの施されるものが多いが、届J毛状

工具による調整が施され、胴部球形を呈するもの11-4、 胴部下半に屈曲部を持つ13-4がある。

107-304は 滑石製の臼玉である。
'

時 期 本住居址は、出土遺物より、古墳時代後期初頭に位置づけられる。

3)H3号 住居址

遺 構 (第 15図 )

検出位置 3区第 3面、 IUき 9010、 く809010、 け 809010、 こ10、 IVく 1、 け 1グ

リッド。重複関係 H2号住居址 O Mll号溝状遺構・Dlに切られ東壁、西壁隅、住居中央部を

破壊されている。平面形態 長軸8。 2mt短軸 8mを 測 り、比較的整った方形を呈す大型の住居

址である。カマ ドを軸とした主軸方向は、N-13° 一Eを指す。壁残高は、 0～ 17cmを 測る。

床面の状態 平坦で堅固な床面。壁溝は認められなかった。ピットは12基検出し、Pl～ 4が主

柱穴と思われる。P3は M5号溝状遺構に一部破壊されている。 P15は 、隅丸方形を呈する玉造

りの工作ピットと思われ、テラスをもつ。 P15の北側には白色系の粘土がマウンド状に盛 り上

がっており工作ピットと関連をなすものとも考えられる。

カマ ド 北壁中央に位置し、両袖部が残存しており煙道部が比較的長 く張り出す形状を呈す。袖

部は粘質土で覆われていた。カマ ド内から破片ではあるが数イ団体の土器片が出土した。

遺物の出土状況 カマ ド及び周辺からの出土が多く、完形に近いものが床面上に存在 していた。
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本住居址は、比較的大型の住居形成をし、南壁に方形の玉造 りの工作ピットを持つ玉造 り工房

であると思われる。

遺 物 (第140160107図 )

須恵器の不蓋、土師器不・高杯・甕の出土があり、不類が多く、内面黒色処理されたものや口

縁端部が外反するものや内湾するものがある。107-50607は 滑石製の臼玉である。

時 期 本住居址は、出土遺物より古墳時代後期初頭に位置づけられる。

4)H4号 住居址                 |
遺 構 (第 18図 )

検出位置 3区第 3面、 IUう 7・ え 7・ お 7グ リッドと思われる。焼土のみの検出であるが、

カマ ドやピットが捉えられたため、住居址とした。床面の状態は軟弱ではっきりした床面が検出

できなかった。主軸方位は、N-2° 一Eを指す と考えられる。平面形態 壁面が確認できな

かったため不明であるが、隅丸方形を呈するものと思われる。

遺 物 (第 17図 )

本址の出土遺物としては、明確な床面及び壁面が確認できなかったため、いささか問題がある

が、土師器甑、土師器甕、須恵器甕等が検出できた。

時 期 出土遺物及び出土層位より古墳時代後期 と位置づけておきたい。

5)H5号 住 居 址

遺 構 (第 19図 )

検出位置 4区第 2面、HFけ 809、 こ809グ リッド。重複関係 なし。平面形態 長軸 4。 5

m、 短軸 2。 5mの隅丸長方形を呈する。カマ ドは検出できなかったが、炉址 と考 えられ る焼土が

床面より確認されたため、住居址 とした。壁残高は17～ 27cm。 主軸方位はN-20° 一Wを指す。

床面の状態 堅固な状態ではな く、壁溝は確認できなかった。 ピットは 2基検出できたが、主柱

穴になるものとは考えられない。

遺物の出土 図示できるものはな く、非常に少ない状態ではあるが土師器杯、須恵器甕の破片が

出土 した。本址は、住居址 というより竪穴状遺構 とする方がいいのかも知れない。

時 期 出土遺物は先にも触れたように希薄な状態ではあったが、出土遺物から平安時代前半に

位置づけられる。

6)H6号 住居址

遺 構 (第 20図 )
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検出位置 4区第 2面、HFあ 809、 い809グ リッド。重複関係 なし。平面形態 長軸 2。 8

m、 短軸1。 56mの隅丸長方形を呈する住居址である。H6号住居址同様カマ ドは検出できなかっ

たが、炉址と思われる焼土址が確認できた。確認面からの壁残高は15～ 30cmを測 り、床面からの

立ち上が りは比較的急な状態であった。主軸方位はN-9° 一Wを指す。床面の状態 あまり堅

固な状態ではなかった。壁溝は確認できなかったが、ピットが 2基検出できた。本址はH6号住

居址と同形態の遺構であり、竪穴状遺構の可能性がある。遺物の出土 図示できる遺物の出土は

なかったが、土師器の不・甕の破片が出土し、摩耗が顕著な状態であった。

時期 本址の所属時期を明確にできる遺物はないが、出土遺物・遺構形態よりH6号住居址と同

時期 と思われるため、平安時代後期に位置づけておきたい。

7)H7号 住居址

遺構 (第22図 )

本住居址は、 4区第 2面、ⅡFお 9010、 か 9010グ リッドにおいて検出された。重複関係

H809010号 住居址とD6号土坑址と重複関係にあり、H10号住居址、D6号土坑址に切られ、

南壁及び西壁の一部が破壊されている。また、本住居址がH809号 住居址を切 り、H8号住居

址の東壁とH9号住居址の南壁を破壊する。

平面形態 重複関係により住居の全容は知 り得ないが、長軸長 4m、 短軸長3。 96mを 測 り、隅丸

方形を呈するものと思われる。カマ ドは、 2基検出され、東壁中央部に位置するものと東南壁

に位置するものである。カマ ドを軸とする主軸方位は、N-85。 一E、 N-95° 一Eを指す。壁

残高は 0～ 34cmを測る。床面の状態 あまり堅固な状態ではなかった。壁溝及びピットは確認で

きなかった。カマ ド 東壁中央に位置するものと、東南隅に位置するものがあり、東壁中央に位

置するカマ ドは煙道部が被熱を受けて変色し、天丼部が比較的良好な状態で残存していた。東南

隅のものは、残存状態が悪 く火床部の焼土と袖の構築に使用されたと思われる石が、残存してい

たに過 ぎない。カマ ドの状況から判断すると東南隅のカマ ドが何らかの理由により、作 り替え
´
ら

れたものと思われる。

遺物の出土状況 東南隅に位置するカマ ドの周辺や、覆土中の出土が多く判然としない。

遺 物 (第 21・ 230107図 )

図示できたものは、 4点のみで須恵器不、土師器不であり、21-1は須恵器不で底部回転糸切

り、23-1は 高台が貼付される高台付不、21-3は ロクロ成形による土師器不で内面黒色処理さ

れる。107-8は 、滑石製の自玉であり、107-17は 、管玉の未製品である。

時 期 出土遺物より、本住居址の所属時期は平安時代中葉に位置づけられる。
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8)H8号 住居址

遺 構 (第 24図 )

本住居址は、 4区第 2面、HFお 9010、 か 9010グ リッドにおいて検出された。重複関係

H709010号 住居址、D6号土坑址 と重複関係にあり、H7010号住居址、D6号土坑址に切

られ、東壁、南壁及び西壁の一部が破壊されている。また、本住居址がH9号住居址 を切 り、南

壁を破壊する。

平面形態 重複関係により住居の全容は知 り得ないが、長軸長 5。 4m、 短軸長 4。 7mを測 り、隅丸

長方形を呈するものと思われる。カマ ドは、西壁中央に検出され、カマ ドを軸 とする主軸方位は、

N-85° 一Wを指す。壁残高は39～ 52cmを測る。床面の状態 比較的堅固な状態であ り、壁溝及

びピットは確認できなかった。

カマ ド 西壁中央に位置し、比較的良好な状態であった。カマ ドの構築は、左右両袖に石 を配 し、

カマ ドの覆土中に土師器の甕が出土 した。カマ ドの構築に使用されたものなのかは不明である。

遺物の出土状況 東南隅に位置するカマ ドの周辺や、覆土中より、出土 している。

遺 物 (第 250107図 )

土師器の杯・甕が出土してお り、不には内面黒色処理のなされるものがあり、甕には長胴甕が

完形で出土 し、内外面にヘラケズ リがなされる。107-14は 滑石製の臼玉である。

時 期 出土遺物より、本住居址の所属時期は古墳時代終末に位置づけられる。

9)H9号 住居址

遺 構 (第 27図 )

本住居址は、 4区第 2面、ⅡFお 809、 か 809グ リッドにおいて検出された。重複関係

H708号 住居址、D6号土坑址 と重複関係にあり、H708号 住居址、D6号土坑址に切 られ、

南壁及び東西壁の一部が破壊 されている。

平面形態 重複関係により住居の全容は知 り得ないが、北壁長 3。 6mを測 り、隅丸長方形を呈す

るものと思われる。カマ ドは重複関係により、破壊されていると思われ、検出することができな

かった。壁残高は 0～ 40cmを 測る。床面の状態 比較的堅固な状態であり、壁溝及びピットは確

認できなかった。遺物の出土状況 遺物の出土は散漫な状態であるが、106-4の 銀製耳環が出

土 した。

遺 物 (第 280106図 )

土師器不・甕が出土してお り、不には内面黒色処理のなされるもの、甕には長胴甕などがある。

また、今回図示できなかったが、石自の出土 もあった。

時 期 出土遺物及び重複関係 より、古墳時代後期に位置づけられる。
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10)H10号住居址

遺 構 (第 29図 )

本住居址は、 4区第 2面、ⅡFお 10、 か10グ リッドにおいて検出された。重複関係 H708

号住居址 と重複関係にあり、H708号 住居址を破壊 している。

平面形態 南壁及び東西壁の一部が調査区外 となるため住居の全容は知 り得ないが、北壁長 3。 7

mを測 り、隅丸長方形を呈するものと思われる。カマ ドは調査区外に位置していると思われ、検

出することができなかった。壁残高はβ5～ 38cmを 測る。床面の状態 比較的堅固な状態であり、

壁溝及びピッ トは確認できなかった。遺物の出土状況 遺物の出土は散漫な状態であるが、31-

1の土師器長胴甕が出土 した8

遺 物 (第 31図 )

図示できたものは、頸部が くの字に外反する土師器甕でいわゆる武蔵甕のみであった。

時期 出土遺物が少ない状態ではあるが、出土遺物及び重複関係より平安時代に位置づけられる。

11)H ll号住居址

遺 構 (第 30図 )

検出位置  4区第 2面、ⅡFか 809、 き809、 く9グ リッドにおいて検出された。重複関係

なし。平面形態 長軸 4。 8m、 短軸 4。 44mを 測 り、隅丸方形を呈す。カマ ドを軸 とした主軸方

位は(N-88。 5° 一Eである。壁残高は18～ 33cmを測る。床面の状態 平坦で堅固な床面。壁溝

は認められなかった。ピットは 4基検出し、 Pl～ P4が主柱穴 と思われる。カマ ド 東壁中央

に位置 し、左右両袖に河原石 を配し袖を構築されるもので比較的良好な状態で残存 していた。

遺物の出土状況 覆土中からの出土が多 く散漫な状態で遺物が検出された。また、編物石 と思わ

れるものが住居床面にて、中央部分を囲むように出土した。

遺 物 (第 32033図 )

須恵器の不、土師器杯・甕の出土があり、不類が多く、内面黒色処理されるものや、32-1の

ように内外面黒色処理のなされるものがある。甕には、底部に木葉痕を残す32-4の 土師器甕が

ある。

時 期 本住居址は、出土遺物より古墳時代後期初頭に位置づけられる。

12)H12号住居址

遺 構 (第 36図 )

本住居址は、 4区第 2面、 HFこ 9010、 ⅡKあ 9010グ リッドにおいて検出された。重複関
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係 なし。平面形態 長軸4。 2m、 短軸 4mを 測 り、比較的整った方形を呈す西壁のプランが曖

味であったため詳細は不明であるが、方形を呈するものと思われる。カマ ドは北壁中央付近に位

置するものと思われ、袖部構築に河原石を使用していた。カマ ドを軸 とする主軸方位は、N一

1° 一Eを指す。壁残高は 0～ 29cmを 測る。床面の状態 比較的堅固な状態であり、壁溝及び

ピットは確認できなかった。遺物の出土状況 遺物の出土は覆土及び床面上に出土し、カマ ド周

辺から中央部にかけて多く出土し、比較的豊富な遺物量であった。

遺 物 (第 34035図 )

須恵器不蓋・不や土師器不・甕が出土しており、34二 1の蓋は、擬宝珠つまみを持つ。須恵器

不には回転糸切 り痕の残るものが多く、須恵器不はロクロ成形され、底部に回転糸切 り痕の残る

もの、土師器甕もロクロ成形されるものがある。34-10は、内外面に黒色処理の施された土師器

高台付皿である。今回図示することができなかったが、灰釉陶器の出土もあった。

時 期 出土遺物より、平安時代後期に位置づけられる。

13)H13号住 居 址

遺 構 (第 37図 )

本住居址は、 4区第 2面、 HFく 10、 け10Ⅱ Gく 1、 け 1グ リッドにおいて検出された。

重複関係 なし。平面形態 長軸4.7m、 短軸 3。 76mを 測 り、比較的整った長方形 を呈 している。

カマ ドは東壁中央付近に位置するものと思われ、袖部構築に河原石 を使用 していた。カマ ドを軸

とする主軸方位は、N-86° 一Wを指す。壁残高は11～ 21cmを 測る。床面の状態 比較的堅固な

状態であ り、壁溝は確認できなかった。ピットは、 4基確認でき、 Pl～ P4が主柱穴 と考えら

れる。カマ ド 河原石 と粘質土で袖部 を構築する手法で比較的良好な状態で残存していた。

遺物の出土状況 遺物の出土は覆土及び床面上に出土 し、散漫な状態であった。他に106-2の

鋼製の耳環が南西隅から出土 した。

遺 物 (第 38… 1060107図 )

須恵器高台付不・不や土師器円筒形土器が出土 してお り、38-3の須恵器高台付不は底部に回

転ヘラキ リ痕がのこる。38-2の土師質円筒形土器は内外面に縦位のヘラミガキ調整がなされ、

底部に木葉痕が残る。106-2は銅製耳環107-9は滑石製の臼玉である。

時 期 出土遺物より、平安時代初頭に位置づけられる。

14)H14号住居址

遺 構 (第 39図 )

本住居址は、 4区第 2面、HFい 10、 う10、 ⅡGい 1、 う1グ リッドにおいて検出された。重
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複関係 南壁及び東西壁が調査区外 となるため全容は不明である。

平面形態 南壁及び東西壁の一部が調査区外 となるため住居の全容は知 り得ないが、比較的大型

で北壁長 6mを 測 り、隅丸長方形を呈するものと思われる。カマ ドは東壁中央付近 と思われ、煙

道部 と火床面の焼土のみが確認できた。カマ ドを軸 とする主軸方位はN-72° ―Eを指す。壁残

高は30cIIlを 測 る。床面の状態 比較的軟弱な状態であ り、壁溝及びピットは確認できなかった。

遣物の出土状況 遺物の出土は散漫な状態であるが、須恵器短頸壺や土師器長胴甕が出土 した。

遺 物 (第 40図 )

図示できたものは、須恵器短頸壺40-1や土師器甕には40-2の 甕40-3の長胴甕があり、内

外面にヘラズ リ調整が施される。

時期 出土遺物が少ない状態ではあるが、出土遺物及び重複関係 より奈良時代前葉に位置づけら

れる。

15)H15号住居址

遺 構 (第 41図 )

本住居址は、 4区第 2面、ⅡBこ 10、 ⅡGあ 1グ リッドにおいて検出された。重複関係 南壁

及び東西壁が調査区外 となるため全容は不明である。

平面形態 南壁及び東西壁の一部が調査区外 となるため住居の全容は知 り得ないが、北壁長 2。 7

mを測 り、隅丸長方形を呈するものと思われる。カマ ドは調査区外に位置していると思われ、検

出することができなかった。壁残高は13～ 27cmを測る。床面の状態 比較的軟弱な状態であり、

壁溝及びピッ トは確認できなかった。遺物の出土状況 遺物の出土は散漫な状態である。

遺 物

図示できたものはなく、土師器不・甕がある。時期 出土遺物が少ない状態で、所属時期は不

明である。

16)H16号住居址

遺 構 (第 42図 )

本住居址は、 4区第 2面、HFい 809010、 う809010、 え 8・ 9グ リッドにおいて検出

された。

重複関係 なし。平面形態 長軸6。 6m、 短軸6.04mを測 り、比較的整った隅丸方形を呈す。カ

マ ドは北壁中央付近に 3基、東壁に 2基の合計 5基確認された。壁残高は21～ 41cmを 測る。

床面の状態 比較的堅固な状態であり、壁溝及びピットは確認できなかった。カマ ド 北壁及び

西壁に確認されたが、カマ ドとしての使用した痕跡が少なく何らかの理由により、移築等が繰 り
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返されたものと思われる。遺物の出土状況 覆土及び床面上に出土し、散漫な状態であった。

遺 物 (第44045図 )

須恵器には蓋・不があり、土師器では高不・甕・甑・不が出土している。44-1は かえりのつ

く須恵器蓋である。新しい様相を示す不類の出土があるが、カマ ドの移築あるいは作 り替え等に

よる流れ込み遺物として捉え吉墳時代後期に位置づけたい。

17)H17号住居址

遺 構 (第 43図 )

本住居址は、 4区第 2面、ⅡABこ 708、 ⅡFあ 708グ リッ ドにおいて検出された。重複

関係 北壁及び東西壁が調査区外 となるため全容は不明である。

平面形態 北壁及び東西壁の一部が調査区外 となるため住居の全容は知 り得ないが、南壁長 2。 8

mを測 り、隅丸長方形を呈するもの と思われる。カマ ドは東壁に位置し、東壁中央に位置してい

ると思われる。カマ ドを軸 とする主軸方位はN-80。 5° ―Eを指す。壁残高は32cmを 測る。床面

の状態 比較的軟弱な状態であり、壁溝及びピットは確認できなかった。カマ ド 遺存状態は悪

く、火床面の焼土のみの検出で、袖部は残存 していなかった。遺物の出土状況 遺物の出土は散

漫な状態であった。

遺 物 (第 46図)   |

図示できたものは 3点のみで、土師器不 0高不・手捏土器がある。46-1は土師器高不脚部、

46-2の手捏土器は底部に木葉痕が残 り、ヘラケズリと指頭痕が残される。 46-3は 土師器甕

で、内外面にヘラケズリ・ヘラナデ調整が施される。

時 期 出土遺物が少ない状態ではあるが、出土遺物より古墳時代後期に位置づけられる。

18)H18号住居址

遺 構 (第 47図 )

検出位置 5区第 2面、HKう -10、 え-10、 HLう -102グ リッド。重複関係 H21号住

居址に北・南壁の一部、西壁を破壊される。平面形態 隅丸方形を呈するものと思われる。東壁

2。 8mを測 り比較的小型の住居址である。カマ ドを軸とした主軸方位はカマ ドが 2基あるため、

N-44° 一E、 S-51° 一Eを指す。壁残高は、21～ 31cm。 床面の状態 平坦で堅固な床面。壁

溝は確認できなかった。ピットは 3基確認できたが、主柱穴は不明である。

カマ ド 東南隅に位置するものと東壁中央部に位置するものの 2基確認できた。東南隅に位置す

るカマ ドは、煙道部分 と天丼部は残存してはいないが、袖石が残存するなど比較的良好な状態で

あった。袖部は石を構築材として利用し、支脚石の手前側には 2個体の土師器甕が横位で出土し
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た。東壁カマ ドは残存状態が悪 く、火床部のみの残存であった。

本址が構築された当初は東壁カマ ドを使用していたと思われるが、何らかの理由により、東南

隅に作 り替えられて、使用されたものと考えられる。

遺物の出土状態 東南隅カマ ドの火床面から49-17の土師器甕が、横位で出土した他、中央部

の床面上により、比較的完形に近い土師器の甕・不等がまとまったかたちで多量に出土した。本

址は覆土に焼土や炭化物の混入が多かったことや遺物の量が多くセットをなすものと思われるこ

となどから、本址は焼失家屋と考えられ、焼失によって住居が廃絶されたものと思われる。

遣 物 (第 49050図 )

本址からは、須恵器の甕・不や土師器の不・甕・高不・甑・短頸壺が出土している。土師器不

類には、内面黒色処理、ヘラミガキの施されるものが多い。49-507は 内面黒色処理・ヘラミ

ガキの施される土師器鉢形の土器であり、49-10は 、底部に木葉痕の残る乳白色の土師器不で外

面に指頭痕がある。49-17は、長胴化の進んだ土師器甕で外面ヘラケズリ調整が施される。

時 期

本住居址の出土遺物は非常に多く、セットをなすものと思われる。図示し得た遺物より古墳時

代中期後葉～古墳時代後期初頭に位置づけられる。

19)H19号住居址

遺 構 (第 51図 )

検出位置  5区第 2面、ⅡKえ -10、 お -10、 HLえ -1、 お-1グ リッド。重複関係 H19号

住居の西壁を破壊する。平面形態 隅丸方形を呈 し、長軸 4。 6m、 短軸 3。 8mを測る。カマ ドを軸

とした主軸方位はN丁 75° ―Eを指す。壁残高は、 7～ 14cm。 中央部が堅固な床面を呈する以外

は軟弱であり、壁溝は確認できなかった。ピットは 6基確認でき、 Pl～ 3が主柱穴 と思われる

が他の主柱穴は確認できなかったしカマ ド 東壁中央部に位置 し、火床面 と左袖の一部、支脚石

が残存 していたのみであるが、比較的良好な状態であった。

遺物の出土状況 散漫な状態であ り、覆土中より出土 したものが大半を占めるのみであった。

遣 物 (第 52072図 )

土師器不・甕があり、52-4の 土師器不は畿内系 と思われるが内面のヘラミガキがはっきりし

ない。52-3の 土師器不は、焼成の良いもので横褐色を呈するもので、内外面に丁寧なヘラミが

キが施される。52-7は土師器長胴甕で、内外面にヘラケズリが施される。72-1は、大型の土

師器球形胴を呈する甕であり、内外面にヘラケズリが施される。

時 期

本住居址の出土遺物より古墳時代後期初頭に位置づけておきたい。
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20)H20号住居址

遺 構 (第 53図 )

検出位置 5区第 2面、HLか -1、 き-1グ リッド。重複関係 南壁が調査区外になるため全

容は不明である。平面形態 全ての遺構プランを確認できなかったため全容は、不明であるが隅

丸方形を呈するもの と思われる。北壁長は4。 04mを 測 り、カマ ドを軸 とした主軸方位はN-78°

―Eを指す。壁残高は、 5～ 25cm。 壁溝は、認められなかった。床面の状態 平坦な床面を呈 し、

床面は、堅固な状態ではない。ピット4基検出され、 P102が 主柱穴 と思われる。カマ ド 東

壁中央に位置するものと考えられ、火床面 と左袖一部が確認できただけである。

遺物の出土状態 散漫で覆土中からの出土のみであり、床面上からの出土はなかった。

遺 物 (第56073図 )

土師器甕・高不・甑が出土 している。56-1の 土師器高不は内面黒色処理が施され、56-2の

土師器甑は底部のみであるが、内外面にヘラミガキ調整の施されるものである。

時 期

本住居址の出土遺物 より古墳時代後期 と位置づけておきたい。73-1は須恵器の甕あるいは、

甑 と思われるものである。

21)H21号住居址

遺 構 (第 54図 )

検出位置 5区第 2面、 HLく -1、 け-1グ リッド。重複関係 南・東・西壁が調査区外にな

るため全容は不明。北壁長は3。 9mを測 り、カマ ドを軸 とした主軸方位はN-19° 一Wを指す。

壁残高は、23～ 45cmを測る。床面の状態 比較的堅固な状態で、壁溝は認められなかった。

カマ ド 北壁中央に位置し、左袖 と火床面のみ確認できた。遺物の出土状態 散漫 としてお り、

すべて覆土中からの出土であ り、床面上か らの出土はなかった。

遺 物 (第 57図 )

須恵器不の 2点図示できたのみである。57-2は底部回転ヘ ラケズ リの施される須恵器不で57

-1は 高台が貼付される高台付杯である。

時 期

本住居址の所属時期は、出土遺物より奈良時代初頭 と位置づけておきたい。

22)H22号住居址

遺 構 (第55図 )
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検出位置 5区第 2面、HKけ -9010、 こ-9010グ リッド。重複関係 H25号住居址の西壁

の一部を破壊 している。平面状態 北壁 と南壁の一部が確認できなかったことや、西壁が調査区

外となるため、全容は不明であるが、隅丸方形を呈するものと思われる。東壁長は2。 9mを 測 り、

カマ ドを軸として主軸方位はN-84° 一Eを指す。壁残高は、 0～ 4 cmを 測る。堅固な床面とは

いえずまた、壁溝は確認できなかった。ピットは 7基確認でき、P2の みが主柱穴と思われる。

P6・ 7は床面下より検出されたピットである。カマ ド 東壁中央部に位置し、火床面と袖部が

残存していた。遺物の出土状況 覆土中より出土したものが大半を占めるが、破片のみで器形を

窺えるものは出土していない。

遺 物

図示できた遺物なく、出土置物の中に土師器杯があり、外面ヘラケズリ、内面ヘラミガキと黒

色処理が施されるものが若干見られる。

時 期

本住居址の出土遺物の中で所属時期を明確にする遺物が出土していないがH23号住居址を切る

ことや若千の出土遺物より古墳時代後期後半と位置づけておきたい。

23)H23号住居址

遺 構 (第 59図 )

検出位置  5区第 2面、ⅡKく -9010、 け-9010、 HLく -1、 け-1グ リッド。重複関係

H24030号住居址に西壁の一部を破壊される。平面形態 隅丸方形を呈 し、長軸 5。 lm、 短軸

4。 6mを測る。カマ ドを軸 とした主軸方位はN-100° TWを指す。壁残高は、 2～ 25cmを 測る。

床面の状態 堅固な床面を呈 していた。壁溝は確認できなかったがピットは 4基確認でき、 Pl

02が主柱穴 と思われる。カマ ド 西壁中央部に位置し、火床面 と支脚石が残存 していた。

遺物の出土状態 覆土中より出土 したものが大半を占めるが、58丁 7の土師器甕が横位で床面上

より出土 したほか編み物石 と思われるものが、南壁際にまとまって出土 した。やや危険ではある

が南壁寄 りにて、編布等が行われた可能性が指摘できるか もしれない。

遺 物 (第 58図 )

土師器の高不・甕のみの出土で、不類は出土 していない。58-3の土師器高不は内外面に丁寧

にヘラミガキが施され、内面に黒色処理がなされる。58-2は、胴部球形を呈すると思われる甕

で、内外面にヘラミガキが施される。58-7の土師器甕は、内外面にヘラケズリの施 されるもの

である。58-8の 土師器甕は、長胴甕であり内外面にヘラケズ リが施され、底部に木葉痕が残っ

ている。

時 期

一- 20 -一



本住居址の出土遺物より古墳時代後期初頭 と位置づけておきたい。

24)H24号住居址

遺 構 (第60図 )

検出位置 5区第 2面、HKか -9010、 き-9・ 10グ リッ ド。重複関係 H30号住居址に一部

を破壊されている。平面形態 隅丸方形を呈 し、長軸 4。 4m、 短軸 4。 lmを 測る。カマ ドを軸 とし

た主軸方位はN-5° 一Eを指す。壁残高は、 0～ 30cmを 測る。本住居址は、 2棟の重複関係が

あると思われるがプランが把握できなかったため、H7a号 住居址 とH7b号 住居址にわけた。

床面の状態 幾分軟弱な床面であり、明確に床面が捉えられなかった。壁溝は確認できなかった

がピットは 7基確認でき、 P1020306が 主柱穴 と思われる。カマ ド 北壁中央部に位置 し、

火床面のみ残存 していた。また、第 7b号住居址では火床部のみ確認することができた。

遺物の出土状態 覆土中より出土 したものが多いが、61-1の 土師器腕が床面上 より出土 してい

る。

遺 物 (第 61図 )

土師器不・甕・短頸壺があり、61-3の土師器甕は内外面ヘ ラケズリが施される長胴甕で、61

-1の椀は内外面にヘラミガキ調整が施され、内面黒色処理のなされるものである。61-2の土

師器短頸壺には丁寧に内外面のヘラミガキが施される。

時 期

本住居址は、 2棟の住居址の重複関係 と思われるが、明確な住居址プランが検出できなかった

ため、小量の出土遺物をもって、古墳時代後期から奈良時代初頭の住居址の 2棟の存在の可能性

の指摘のみにとどめておきたい。

25)H25号住居址

遺 構 (第62図 )

検出位置 5区第 2面、HKう -9010、 え-9010グ リッド。重複関係 H27028号住居址を

切る。平面形態 明確な住居址プランが検出できなかったが、隅丸方形を呈するものと思われる。

東壁長は2。 9mを 測る。カヤ ドを軸とした主軸方位はN-84° 一Eを 指す。壁残高 0～ 4 cmを測

る。

床面の状態 堅固な床面とはいえず、壁溝は確認できなかった。ピットは 7基確認でき、P2の

みが主柱穴と思われる。カマ ド 東壁中央部に位置し、火床面と袖部が残存していた。遺物の出

土状況 覆土中より出土したものが大半を占めるが、カマ ド左袖付近より、須恵器不・須恵器高

台付不が出土した。
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遺 物 (第 63図 )

本住居址の遺物で図示できたものは63-2の須恵器不と63-1の 高台付き不であり、63-2の

不には底部に回転糸切 り痕がのこり、63-1の 高台付不は底部ヘラキリ未調整である。なお、図

示できなかったものの中に、土師器のいわゆる武蔵型の甕がある。

時 期

本住居址の出土遺物より平安時代初頭と位置づけておきたい。

26)H26号住居址

遺 構 (第 64図 )

検出位置  5区第 2面、HKお -9010、 か-9010グ リッ ド。重複関係 なし。平面形態

隅丸方形を呈する。長軸 5。 76m、 短軸 3。 86mを 測る。壁高は、 0～ 4 cmを 測る。床面の状態 堅

固な床面 とはいえず、壁溝・ピットは確認できなかった。カマ ド 北東壁側に位置 し、火床面が

残存するのみで、煙道部分及び袖部分は残存 していなかった。遺物の出土状況 覆土中より出土

したものが大半を占めるが、南壁際より106-1の鉄鏃が出土 した。

遺 物 (第 650106図 )

須恵器蓋、不があり、65-20405の 須恵器不の底部には回転糸切 り痕が残る。65-1は須

恵器蓋で擬宝珠つまみを持つ。65-3は須恵器高台付不である。この他106-1の 鉄鏃が出土し

ている。

時 期

本住居址の出土遺物より奈良時代前半 と位置づけておきたい。

27)H27号住居址

遺 構 (第 66図 )

検出位置 5区第 2面、HKえ -9010、 お-9010グ リッド。重複関係 H25号住居址に切

られる。平面形態 一部のみの検出であるため全容は不明であるが隅丸方形を呈するものと思わ

れる。長軸、短軸不明。壁残高は、床面のみの検出であるため、 O cmである:床面の状態 堅固

な床面とはいえず、壁溝は確認できなかった。ピットは 1基検出できたが、主柱穴になり得るか

不明である。カマ ド 残存状態が悪 く不明であるが、西壁際に焼土の検出があり、これがカマ ド

の火床面になるかも知れない。したがって西カマ ドの可能性を考えておきたい。遺物の出土状況

H25号住居址に破壊されている部分が多いため、覆土も浅 く遺物の出土量が少なかった。

遺 物 (第 68図 )

須恵器不、高台不があり、68-1は底部ヘラ切 り未調整、68-2の高台付不は高台部分が底部
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より若千下がる。

時 期

本住居址の出土遺物より奈良時代後半 と位置づけておきたい。

28)H28号住居址

遺 構 (第 67図 )

検出位置 5区第 2面、ⅡKう 9010、 2-9010、 お-9010グ リッド。重複関係 H250

27柱に切られる。平面形態 重複関係による破壊が著しく全容は不明であるが、隅丸方形を呈す

るものと思われる。長軸、短軸不明。壁残高は、床面のみの確認であるため O cmで ある。床面の

状態 堅固な床面とはいえず、壁溝は確認できなかった。ピットは 7基検出できた。P2040

7が主柱穴になると思われる。カマ ド 残存状態が悪 く不明であるが、東壁際に 3個所の焼土の

検出があり、これがカマ ドの残骸 と思われ、東カマ ドであったと考えられる。遺物の出土状況

非常に少ない状態であった。

遺 物 (第 69図 )

須恵器ネ、土師器不があ り、69-1は 内面黒色処理の施される土師器椀で外面にヘ ラケズリ、

内面にヘラミガキが施される。69-3は底部回転ヘラ切 りの須恵器不である。69-2は須恵器の

蓋である。

時 期

本住居址の遺物 として明確にできるものは少ないが、切 り合い関係及び出土遺物 より古墳時代

後期から奈良時代 と位置づけておきたい。

29)H29号住居址

遺 構 (第70図 )

検出位置 5区第 2面、ⅡKき -9010、 く-9010グ リッド。重複関係 H23024号住居址 を

切る。平面形態 本住居址は、当初遺構プランが検出できなかったが、カマ ドが確認されたため、

住居址 となったものなので、隅丸方形を呈するものと推測される。 したがって、長軸、短軸は不

明である。同様に壁残高は、 O cmである。床面の状態 堅固な床面 とはいえず、壁溝は確認でき

なかった。本址に伴うと考えられるピットは4基検出された。カマド 北壁中央に位置するもの

と思われ、火床面が確認できただけである。遺物の出土状況 カマド周辺より出土しただけであ

る。

遺 物 (第71図 )

土師器不・甕、須恵器高台付不が出土した。71-1は 内面黒色処理の施され器厚な土師器椀、
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71-3は外面ヘラケズリ、内面ヘラナデ調整の土師器長胴甕、71-2は底部にヘラケズ リ調整、

付け高台より底部が下がる須恵器の高台付不である。

時 期

本住居址の出土遺物 より奈良時代後半 と位置づけておきたい。

第 2節 礎石建物址

1)Fl号 礎石建物址

遺 構 (第 74図 )

検出位置 4区第 1面、HFう -809、 え二809グ リッド。重複関係 M7号 溝状遺構に切

られる。

形 態 2間 ×2間 (m× m)の礎石建物址で、主軸方位はN-4° ―Eを指す。M5溝状遺構

に礎石が破壊されていると思われる。矩形を呈する。本址及び周辺より瓦が検出できなかったた

め、本址は、板葺き・茅葺きの可能性がある。また出土遺物も確認できなかった。

時 期 本址は出土遺物がないため重複関係から平安時代に位置づけられる。

第 3節 竪穴状遺構

1)Tal号竪穴状遺構

造 構 (第 75図 )

検出位置 4区第 1面、HFか 10、 き10H Gか 1、 き 1グ リッ ド。重複関係 なし。平面形態

長軸 2m、 短軸 1。 6m不正方形を呈する。壁残高は、33cmを 測る。底面の状況は、軟弱であった。

遺物の出土状況 遺物は希薄で須恵器・土師器が出土 した。

時 期 出土遺物に底部回転ヘラ切 り痕が残 る須恵器高台付不があ り、危険ではあるがこれを

もって、平安時代後半に位置づけたい。

2)Ta2号竪穴状遺構

造 構 (第 75図 )

検出位置 4区第 1面、HFう 809グ リッド。重複関係 なし。平面形態 長軸3。 44m、 短軸

1。 56mの不正方形を呈する。壁残高は、11～ 20cmを測 り、主軸方位はN二 18° 一Eを指す。底面

の状況は、軟弱であった。遺物の出土状況 遺物は希薄で須恵器・土師器が出土した。本址の所

属時期 もTal号竪穴状遺構同様明確にできる遺物の出土はないが、Tal号竪穴状遺構 とほぼ同
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時期に位置づけられるものと考えられる。

3)Ta3号 竪穴状遺構

造 構 (第75図 )

検出位置 4区第 1面、ⅡAく 708、 け 708グ リッド。重複関係 なし。平面形態 長軸 5

m、 短軸 1。 44mの不正方形を呈する。壁残高は、22～ 31cmを測 り、主軸方位はN-83° 一Eを 指

す。底面の状況は、軟弱であった。遺物の出土状況 遺物は希薄で須恵器長頸瓶・土師器が出土

した。遺 物 (第 90図 )90-2は 須恵器長頸瓶で90-1は 須恵器高台付不で、日縁から頸部の

みの個体で外面に自然釉が掛かるものである。

時 期 平安時代後半に位置づけられる。

第 4節 溝状遺構

1)Ml号 溝状遺構

造 構 (第76図 )

検出位置 3区第 1面 IPこ 10、 IQこ 1、 IVあ 1グ リッ ド遺構覆土は砂質土砂であった。形

状 検出長15m、 幅20cm前後、深さ 7～ 17cm。 高低差は西側が低 く20cm程度。

時 期 出土遺物がな く時期決定が困難であるが、平安時代以降から近世の所産期 といえる。

2)M2号 溝状遺構

造 構 (第77図 )

検出位置 3区第 1面 IPく 7・ 8け 708、 こ 8、 IUあ 809、 い 9、 う 9、 10え 10、 お10、

か10、 IVお 1、 か 1グ リッド。形 状 検出長70m、 幅70cm前後、深さ 7γ 14cm。 調査区東端

で東に屈曲。高低差は西側が低 く20cm程度。

時 期 重複関係及び出土遺物もなく、時期決定に困難であるが、後述する青木下遺跡Ml号溝

状遺構 と同一遺構と思われるため、平安時代後期に位置づけたい。

3)M3号 溝状遺構

造 構 (第 76図 )

検出位置 3区第 2面 IPけ 10、 こ10、 IUあ 10、 う10、 IVあ 10、 い10、 う10、 え10、 お10、

か10グ リッド。形 状 検出長60m、 幅120cm前 後、深さ12～ 25cm。 調査区東端で東に屈曲。高

低差は西側が低く10cm程度。調査区東端付近にて、途切れてしまうが後述する青木下遺跡M20
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3号溝状遺構に続 くものと考えられる。

時 期 重複関係及び出土遺物も少なく、時期決定に困難ではあるが、ガヽ量の出土遺物より、平

安時代 と位置づけたい。

4)M4号 溝状遺構

造 構 (第 76図 )

検出位置 3区第 2面 IUき 10、 く70809010、 い10、 う10、 IVき 1、 く1グ リッド。

形 状 検出長30m、 幅70cm前後、深さ5～ 13cm。 高低差は南側が低 く14cm程度。

時 期 重複関係及び出土遺物も少なく、時期決定に困難ではあるが、ガヽ量の出土遺物より、古

墳時代後期後半から平安時代初頭と位置づけたい。

5)M5号 溝状遺構

造 構 (第 76図 )

検出位置 3区第 3面 IUき 10、 く70809010、 い10、 う10、 IVき 1、 く1グ リッド。

形 状 検出長30m、 幅70cm前後、深さ18～ 38cm。 出土遺物では高低差は東南側が低 く14cm程度。

時 期 重複関係では、H103号 住居址を切 り土師器甕片等が出土しているため、これらより

古墳時代後期後半と位置づけたい。

6)M6号 溝状遺構

造 構 (第 76図 )

検出位置 3区第 3面 IQく 1、 け 1、 こ 1グ リッド。形 状 検出長10m、 幅20cm前後、深さ

7～ 17cm。 高低差は西側が低 く20cm程度。

時 期 出土遺物がなく時期決定が困難であるが、古墳時代と思われる。

7)M7号 溝状遺構

造 構 (第 77図 )

検出位置 4区第 1面 HAこ 10、 HBこ 1、 HGあ 10、 い10、 う10、 え9010、 お 9、 か 809、

き 8、 く8、 け 7:8こ 708、 グリッド。形 状 検出長150m、 幅20cm前後、深さ14～ 25cm。

高低差は北西側が低 く10cm程度。

時 期 Fl号礎石建物址を切ることや磨耗の激しい土師器の甕片の出土より中世以降に位置づ

けたい。
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8)M8号 溝状遺構

造 構 (第 78図 )

検出位置 4区第 1面、 5区第 1面 Hけ 809010、 HFこ 809010、 ⅡGけ 1、 HKあ 80

9、 う809、 え809、 お 809、 か 809、 か 809グ リッド。形 状 検出長40。 7m、 幅

20cm前後、深さ7～ 17cm。 高低差は西側が低 く20cm程度。

遺 物 (第 81082・ 83図 )

本址の出土物は内耳土器片があり、黒色を呈するものや黄褐色を呈するものがあり、口縁の形態

は、外反するものまっす ぐに上がるものがある。

時 期 絶対年代を与えられるものとして古銭があるが、覆土中上層からの出土であるため、流

れ込み遺物とみなされる。したがって、内耳土器の出土をもって15世紀以降と考えたいも

第 5節 土坑址

1)Dl号 土坑址

遺 構 (第 84図 )

検出位置 3区第 3面 IUけ 1、 こ 1グ リッド。重複関係はH3号住居址を切 り、歪んだ楕円形

を呈する。長軸2。 9m、 短軸 1。 4mで、深さ30cmを測る。底面は平坦でテラスを持つ。

時 期 本址は、H3号住居址を切ることより古墳時代後期後半に位置づけられる。

2)D2号 土坑址

遺 構 (第84図 )

検出位置 3区第 3面 IUう 8グ リッド。最深部で14cmを 測るが、一部しかプランを窺い知るこ

とができなかったが、楕円形を呈すると思われる。底面は平坦である。

時 期 本址は、遺物の出土が少なく時期決定に困難であるが、古墳時代に位置づけられる。

3)D3号 土坑址

遺 構 (第 84図)   |

検出位置  3区第 3面 IPけ 9グ リッド。方形を呈 し、長軸 lm、 短軸50cm、 深さ19cmを測る。

底面は平坦である。

時 期 本址は、遺物の出土が少な く時期決定に困難であるが、古墳時代に位置づけられる。
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4)D4号 土坑址

遺 構 (第 85図 )

検出位置 4区第 2面 H Fか 10グ リッド。楕円形を呈 し、長軸 1。 12m、 短軸 lm、 深さ24～ 40

cmを 測る。底面は平坦である。

時 期 本址は、遺物の出土が少な く実測可能イ団体はなかった。時期決定に困難であるが、須恵

器蓋、土師器不・甕それらが磨耗を受けていることにより、片が出土 し、平安時代後期に位置づ

けら才しる。

5)D5号 土坑址

遺 構 (第 85図 )

検出位置  4区第 2面 Ⅱ Aか 9グ リッド。楕円形を呈 し、長軸 1。 2m、 短軸 lm、 深さ39～ 41

cmを 測 る。底面は平坦である。覆土の状況は、 3層 に分けられた。

時 期 本址は、遺物の出土が少な く時期決定に困難であるが、土師器不・甕、須恵器不片が出

土しそれらが磨耗を受けていることより、D4号土坑址同様平安時代後期に位置づけられる。

6)D6号 土坑址

遺 構 (第 85図 )

検出位置 4区第 2面 Ⅱ Aく 9グ リッド。楕円形を呈 し、長軸 1。 56m、 短軸 1。 16m、 深さ47。 5

cmを 測る。底面は平坦である。覆土の状況は自然推積であった。

時 期 本址は、遺物の出土が少な く時期決定に困難であるが、D405号 土坑址 と同様な遺構

と考えられるため、平安時代後期に位置づけたい。

7)D7号 土坑址

遺 構 (第 85図 )

検出位置 4区第 2面 HFか 9グ リッド。楕円形を呈 し、長軸 2m、 短軸 1。 3m、 深さ68cmを 測

る。重複関係 H708号 住居址を切 り、テラス状の平坦面を持つ。底面は平坦である。

遺 物 (第 86図 )

本土坑からは、須恵器の高台付不、蓋が出土 した。86-1の須恵器高台付不は、底部回転ヘ ラ

キリ未処理で、付け高台より底部が下がっている。時 期 遺物及び重複関係より、奈良時代後

半に位置づけられる。
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第 6節 焼土址

1)第 1号焼土址

遺 構 (第87図 )

検出位置 3区第 3面 IUか 9グ リッド。検出時に焼土が確認 され、住居址の可能性が予想され

たが、床面及びピットが検出されなかったため、焼土址 とした。土坑址 とも考えられたが、掘 り

込み後に埋土 した可能性があるため、区別 した。

時 期 出土遺物がな く時期決定に困難であるが、古墳時代後期に位置づけておきたい。

第 7節 集石址

1)Sl号 集石址

遺 構 (第89図 )

検出位置 4区第 2面 ⅡFえ 708、 お 708グ リッ ド。西方向から東方向に礫群が並んで検

出された。礫は、河原石が主体で、遺物 としては、土師器の不・甕・甑・須恵器不・高台付杯・

施釉陶器等出土があった。

時 期 若干の出土遺物および、M7号 溝状遺構 より古いことより、平安時代の所属時期 と考 え

られる。

2)S2号 集石址      ｀

遺 構 (第88図 )

検出位置 4区第 1面 ⅡAか 10、 き10グ リッド。礫群がまとまった状態で検出され、人為的な配

置が見 られなかったため、 Sl号集石址同様集石遺構 とした。礫は河原石が主体で、南側に礫が
~

集中していた。遺物 としては、土師器の不・甕や釉陶器等の出土があったが実測可能個体はな

かった。

時 期 若干の出土遺物及び形態が、 Sl号集石址 と同様なものと考えられるため、平安時代の

所属 と考えられる。

3)S3号 集石址

遺 構 (第88図 )

検出位置 4区第 1面 HAか 70809、 き708

され、人為的な配置が見られなかったため、 S10

・ 9グ リッド。礫群がまとまった状態で検出

2号集石址同様集積遺構 とした。礫は河原石
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が主体で、遺物としては、若干の須恵器の杯・甕の出土があったため、平安時代の所属時期 と考

えられ′る。

4)S4号 集石址

遺 構 (第 89図 )

検出位置 4区第 2面 HAこ 9、 ⅡFあ 809、 い 809グ リッド。礫群が一個所にまとまった

状態で検出された。礫は河原石が主体で、やや散在 した状態であった。遺物 としては、若千の土

師器で不・甕の出土があったが実測可能イ団体はなかった。

時 期 H6号 住居址 との重複関係 と出土遺物より、古墳時代～平安時代の所属時期 と考えられる。

5)S5号 集石址

遺 構 (第 88図 )

検出位置 4区第 2面 HAけ 809、 こ809グ リッド。礫群が南東側にま集中し、他は散在 し

ていた。礫は河原石が主体で、遺物 も少量の出土であった。

時 期 H5号 住居址 との重複関係 と出土遺物より、古墳時代～平安時代の所属時期 と考えられ

る。                      ‐

第 8節 土器集中址

1)Utl号土器集中址

遺 構 (第 93図 )

検出位置 3区第 2面 IUき 708、 く708、 け 708グ リッド。土器が集中して検出された

ため、土器集中址とした。大型の土器及び完形土器は少なく、破片土器が大半を占める。出土状

態から、破片土器の廃棄遺構 と考えられる。

遺 物 (第 92・ 94図 )

土師器の杯が図示できた他土師器甕が図示できただけである。土師器不では、内面黒色処理され

るものとされないもの、日縁部が外反するもの、日縁端部で内湾するものがある。土師器甕では、

長胴化するもの、球胴形を呈するものなどがある。

時 期 出土遺物より古墳時代後期後半に位置づけておきたい。

2)Ut2号土器集中址

遺  構 (第95図 )
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検出位置 3区第 3面 IPこ 809、 IUあ 809グ リッド。本址は、さほど土器量が多くはな

いが、やや大型破片が出土した。出土状態から、廃棄遺構と明確に捉えられなく遺棄遺物等の人

為的な遺構の可能性もある。

遺 物 (第96図 )

土師器の高不、土師器甕・甑・不の出土がある。 96二 2か ら9は土師器高不であり、外面に丁

寧なヘラミガキが施されるものが多い。96-11は胴部球形胴を呈する土師器甕で内面にハケ状工

具による調整が施される。96-10は、大型の土師器甑である。

時 期 出土遺物より古墳時代後期初頭に位置づけておきたい。

3)Ut3号土器集中址

遺 構 (第95図 )

検出位置 3区第 3面 IUあ 809、 い 809、 え 8グ リッド。本址は、さほど土器量が多 くは

ない。出土状態から、廃棄遺構 と明確に捉えられなく遺棄遺物等の可能性 もある。

遺 物 (第97図 )

97-102は 土師器不で 2に は内面黒色処理が施される。97-3は手捏土器であり、97-4は

土師器高不脚部、97-6は小型の土師器甑である。97-7は大型の土師器甕である。

時 期 出土遺物より古墳時代後期初頭に位置づけておきたい。

第 9節 ピット群及び遺構外出土遺物

本遺跡のピットは、 3区第 1面 ～ 3面、 4区第 102面 、 5区第 2面において検出されている。

掘立柱建物址や棚等の施設 と明確に捉えられなかった。

遺物に関 しては、遺構検出の困難さより遺構 として捉えられなかったことも否めない。ここで

は、遺構外遺物 として本遺跡の遺物 を図示 した。

1)縄文時代の石器 (第 980990101図 )

東裏遺跡Hの調査区の中で縄文時代の遺物が確認できたのは、 3区のみであり、確認面は第 3

面以下である。基本層序Ⅳ a層で、一部 トレンチ調査によって縄文時代中期～晩期の土器片と出

土遺物は、打製石斧 (第 98図 )、 黒曜石製の石鏃 (101-2)、 争J片 などであった。

2)縄文時代の土器 (100図 )

石器同様に3区から出土したが、縄文時代の中期～晩期にかけての土器が出土している。100
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-1は、中期初頭の北陸系の土器で、日縁部から胴部にかけての残存であった。日縁には沈線が

横位に、頸部には斜走し、胴部には 4単位の隆帯が垂下し、区画されている。

203は、晩期の氷 I式の土器片で口唇部に沈線が横走する。なお、今回図示することができな

かったが、中期では加曽利E系の土器、後期では称名寺系の土器、晩期の東海系の壺型を呈する

と考えられるものや粗製の土器が出土している。

これらの土器については、遺構内出土ではなく、同時代の遺構が検出できなかったため、包含層

遺物ととして促えたい。

3)祗 石 (第 102図 )

祗石は 2点のみ図示できただけであるが、他に 3点出土している。102-1は 4区 グリッドの出

土で住居址の存在が想定できる。 2は、H28住居址からの出土である。石質は、砂岩である。他

に小型であるが穿孔の施されたものもある。

4)古 墳時代以降の土器 (第 103～ 105図 )

ほとんどの土器が 4区第 2面からの出土である。住居址出土遺物の可能性が高い状況であった

が、住居プランが促えられず、グリッド遺物となってしまった。

古墳時代の土器としては、第1030104図がある。103図 では、 1は須恵器不で他は土師器の不

・坑である。不では口縁が外反するもの、内面黒色処理されるものとされないものとがある。

104-3/4は 土師器の手捏土器であり、内外面に指頭後が残る。104-9は 土師質のカマ ドの支

脚と思われる。外面が焼けたため変色している。104-10は 土師器堆型土器である。

5)奈良・平安時代の土器 (第 105図 )

奈良・平安時代の土器としては、須恵器、灰釉陶器がある。須恵器では、灰・蓋・円面覗、灰

釉陶器では婉がある。

6)鉄 器 ・ 耳環 (106図 )

1は H26号住居址から出土した鉄鏃、 203は鋼製、 4は銀製の耳環である。住居内・グリッ

ド出土である。

7)自玉 ・管玉 ・土製玉 (107図 )

臼玉が多く、古墳時代に属するものが 1～ 7、 14～ 16である。Hl～ 3号住居址は玉造工房址、^

16017・ 18は 管玉で17の み未製品である。18は土製の玉でなつめ玉と思われる。
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第 V章 青木下遺跡調査結果

第 1節 竪穴住居址

1)Hl号 住居址

遺 構 (第 109図 )

検出位置 2区第 3面、IPか 8・ 9グ リッド。重複関係 M6号 溝状遺構を切る。北・西側

が調査区外 となるため全容は把握できていない。形 状 隅丸方形と思われる。壁高 8γ 10cm。

床面の状態 壁溝が、南・東壁面下に認められ、床面は、地山第Ⅲ b層 を利用して構築。平坦な

床面を呈し、ピットは 2基検出。Plが主柱穴、P2が貯蔵穴と思われる。カマ ド 東壁中央部

に位置するものと思われ、遺存状態は良好である。袖部の構築は、先端部に、河原石を一個づつ

配し、他を粘質土で覆う手法を取る。遺物の出土 極めて少なく、図示できるものがなく、土師

器の甕や不の破片が小量出土したのみである。時 期 遺物量が少ないため非常に困難だが、層位

などから古墳時代中期～後期 と思われる。        ｀

第 2節 水田址

1区 トレンチ及び 2区東側第 1面 より、平安時代の水田址が検出された。水田は平安時代前期

の仁和 4年 (888年 )の氾濫砂層によって、更埴市・上山田町・長野市などで被覆されているた

め、本遺跡も同様な堆積をしていることから同時期 と判断した。氾濫砂層に被覆されていること

から、良好な状態で残存しており、 2区においては 3区画の一端が確認できた。また 1区におい

ては時間的な制約の中で、 トレンチ調査を行い畦畔の方向性および水田址の広がりを確認したに

過ぎない。

水田址の広がりは、第 1号畦畔とMl号溝状遺構の西側での存在なく、第 5号畦畔の東側では

湿地化し、水田域としては使用されなかったものと考えられる。平安時代以前の水田については、

明確な畦畔が捉えられなかったが、溶脱層が部分的に確認されたため、古墳時代以降の水田址が

存在した可能性がある。

1)Pal号水田址

遺 構 (第 108図 )

2区第 1面より検出され、第 1号畦畔 と第 2号畦畔に区画されるが、不規格な形である。第 1

号畦畔は、N-11° 一Wか らN-16° 一Wの方位を示すようにt西側に屈曲している。第1号畦
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畔と併走するように水路と思われるMl号溝状遺構が検出できた。第 1号畦畔は、水田址からの

比高差は13～ 22cm、 幅120cmを 測る、いわゆる大畦畔である。第 2号畦畔は、N-18° 一Eの方

位を示す。畦畔の水田址からの比高差は10～ 17cm、 幅50cmを 測る。

本址は、検出できた水面形状が略台形を呈し水田址の平面形状等は不明である。第 1号畦畔が水

田域の最西端を区画するものと考えられ、それによって不規格な形になったものと考えられる。

また、水田面の状態は東側において足跡状の凹凸が確認でき、西側に少ない状況が看取できる。

2)Pa2号 水田址

遺 構 (第 108図 )

2区第 1面より検出された。第 2号畦畔と第 3号畦畔に区画されるが、一部のみの検出である

ため、平面形状等は不明である。第 3号畦畔は、N-67° 一Eの方位 を示す。畦畔の水田址か ら

の比高差は14～ 16cm、 幅50cmを 測る。

本址は、検出できた平面形状が方形を呈す ものと思われるが、水田址の平面形状等は不明である。

水田面の状態は、Pal号水田址同様足跡状の凹凸が多 く確認できた。

水田区画は第 6号畦畔まで続 くと考えられ東西に約14mを 測る。

3)Pa3号 水田址

遺 構 (第 108図 )

2区第 1面 より検出された。第 2号畦畔と第 3号畦畔に区画されるが、一部のみの検出である

ため、平面形状等は不明であるが方形を呈す ものと考えられる。畦畔の水田址からの比高差は14

～16cmを浪Jる 。

本址の水田面の状態は、Pal・ 2号水田址 とは異なり足跡状の凹凸が少ない。

水田区画は第 4号畦畔まで続 くと考えると東西に23mを 測る。

4)Pa4号 水田址

1区 トレンチ断面において検出された。第 4号畦畔と第 6号畦畔に区画されると考えられ、断

面という一部のみの検出であるが水田址とした。平面形状等は不明である。

第 4号畦畔はN-4° ―Eの方位を示す。畦畔の水田面からの比高差は18～ 28cm、 幅10～ 20cmを

測る。第 5号畦畔はN-11° 一Eの方位を示す。畦畔の水田面からの比高差は18～ 22cm、 幅 6～

10cmを 測る。 トレンチ断面での検出であるため、西から東に構築される3号畦畔を破壊 してし

まったため、詳細については不明となってしまった。水田区画は第 5号畦畔まで続 くと考えると

東西に約 8mを 測る。
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5)Pa5号 水田址

1区 トレンチ断面において検出された。第 4号畦畔と第 5号畦畔に区画されると考えられ、断

面のみの検出ではあるが水田址とした。平面形状等は不明である。

第 4号畦畔はN-7° 一Eの方位を示す。畦畔の水田面からの比高差は18～ 28cm、 幅10～ 20cm

を測る。第 5号畦畔はN-11° 一Eの方位を示す。畦畔の水田面からの比高差は18～ 229m、 幅

6～ 10cIIlを 測る。本畦畔が水田区画の最東端に位置していると考えられ、東側では水田址は存在

しなかった。水田区画は第 5号畦畔まで続 くと考えると東西に約25mを 測る。

第 3節 溝状遺構

1)Ml号 溝状遺構

造 構 (第 108図 )

検出位置 2区第 1面IKけ 9010、 こ809010、 ILけ 102、 IPあ 8、 い 8、 う 8、 え 8、

お 8グ リット。形状 検出長32。 8m、 幅60～ 110cln、 深さ 6～ 14cm。 第 1号畦畔に沿ったかたち

で 2区調査区の中央より、N-103° 一Wの方向に軸をもつが、 lKこ 8グ リッド付近で主軸を

変える。高低差は南東側が高 く、北西側が 4 cIIl前後低い。

本溝址は、第 1号畦畔に沿ったもので水路の機能を有したものと考えられ、本址をもって西側

に居住域、東側に生産域である水田址とを分断するものとも考えられる。

時期 出土遺物は皆無であるが、水田址との関係から平安時代前期の所産と考えられる。

2)M2号 溝状遺構

造 構 (第 110図 )

検出位置 2区第 2面IPあ 809、 い809、 う9、 え9グ リッド。形状 検出長19。 8m、

幅60～ 90cIIl、 深さ5～ 12cmで西側の方が 6 cm程度低い。

東裏遺跡HのM3号溝状遺構と同二遺構と考えられる。

時期 出土遺物は皆無であるが、確認面より奈良時代～平安時代前半の所産と考えられる。

3)M3号 溝状遺構

造 構 (第 110図 )

検出位置 2区第 2面IPう 9010、 え 9010グ リッド。形状 検出長7。 3m、 幅34～ 88cm、 深

さ11～ 13cIIlで西側の方が 7 cm程度低い。

東裏遺跡HのM3号溝状遺構と同一遺構 と考えられる。
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時期 出土遺物は皆無ではあるが、M2号溝状遺構同様に、奈良時代～平安時代前半の所産 と

考えられる。

4)M4号 溝状遺構

造 構 (第 108図 )

検出位置  2区第 3面IPお 809、 え10、 お10、 IQえ 1グ リット。形状 検出長 12。 8m、 幅

52～ 78m、 深さ 5～ 12cIIlで底面の高低差はほぼ同レベルである。調査区の南側で確認できたのみ

で中央付近で途切れてしまう。覆土中より、107-19の 滑石製の管玉が出土 している。

遺 物 (第 112図 )

土師器高不が出土している。外面不部に黒色処理、外面脚部に丁寧なヘラミガキが施される。

時期 出土土器及び確認面より古墳時代～奈良時代の所産と考えられる。

5)M5号 溝状遺構 ―

遺 構 (第 108図 )

検出位置  2区第 3面IPお 10、 え 1、 お 1グ リッド。形状 検出長 6。 58m、 幅54～ 78cm、 深

さ16～ 20cmで高低差は南側が12cm程度低い。

時期 出土遺物は皆無ではあるが、確認面より古墳時代～奈良時代の所産 と考えられる。

6)M6号 溝状遺構

造 構 (第 108図 )

検出位置  2区第 4面IPか 9010、 IQか 102グ リッ ド。重複関係 Hl号 住居址に破壊 さ

れる。形状 検出長 8。 5m、 幅は、調査区外に延びるため不明。深さ36～ 64cmで高低差は南側が

6 cm程度低い。断面形状は、U次状を呈する。

遺 物 図示できるものはな く、土師器不、内外面に赤色塗彩の土器片が出土 してお り、底面

の一箇所に礫に混 じって集中して出土 した。

第 4節 土器集中址

1)Utl号土器集中址

遺 構

検出位置 2区第 2面IQう 1、 え 1、 IPう 10、 え10グ リッド。 4箇所の範囲でまとまって、

土師器の不・高不・甕を中心とする破片が出土した。調査区外に延びるものと思われるため、遺
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構の詳細については不明である。

遺 物 (第 114図 )

1は 口縁部が外反する土師器杯で、 2は土師器短頸壺、 3は土師器不、 4か ら6は土師器高不、

708は胴部球形を呈すると思われる土師器壺である。

時期 出土遺物より、古墳時代後期に位置づけられる。

2)Ut 2号土器集中址

遺 構 (第 113図 )

検出位置  2区第 2面IPあ 9、 い 9グ リッ ド。 2箇所に土師器不・甕等が集中したかたちで

出土 した。本址からは、手捏土器が出土 していることより、何 らかの祭祠的な遺構 とも考えられ

るが詳細については不明である。

遺 物 (第 115図 )

図示できたものは 102は 土師器甕で、 3は手捏土器である。

時期 出土遺物より、古墳時代後期に位置づけられる。

3)Ut 3号土器集中址

遺 構 (113図 )

検出位置 2区第 2面IPい 8グ リッド。土師器甕・不が集中し、調査区外に延びていると思

われたため一部拡張したが調査区外に続いており、範囲は捉えられなかった。土器集中区の中で

は、調査可能部分が少なかったにもかかわらず、比較的豊富な土器量を持っていた。同時期の水

田遺構は検出されていないが、水田に伴う豊作祈願の祭祠の可能性も考えられる。

遺 物 (第 116図 )

図示できたものは 9個体で、 1～ 6、 9は土師器不である。 1～ 3は 口縁部が内湾し、 405

09は 口縁部が外反するЬ 6は土師器高不で内外面にヘラケズリ調整が施される乳白色を呈する。

7は 土師器甕で、胴部球形を呈するものと思われる。 8は土師器の堆型土器である。

時期 出土遺物より、古墳時代後期初頭に位置づけられる。
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第Ⅵ章 括

1、 東裏・青木下遺跡の構造
東裏遺跡、青木下遺跡は下連の遺跡であるが若干その性格を異にしているので、一応分離して

おきたい。調査区の 1区から2区までを青木下遺跡とし、 3、 4、 5区を東裏遺跡とする。

主として青木下遺跡においては、水田址とそれの関連遺跡であって畦畔、溝状遺構、土器集中

中址などが検出されている。水田址 と関連遺構は、仁和 4年 (888)の砂 と言われる洪水沈澱砂

によって覆われており、溶脱層も数層にわたって確認されるので、水田として使用されたことは

確実である。又、その洪水砂の上も数層にわたって溶脱層が認められ、その後も水田として使用

されていることが認められる。 2区の西端になると住居址が認められやや高い、いわば徴高地を

利用した集落址 となっているようである。古墳時代終末期の住居址がやや大き目の溝址でへだて

られているところを見と、むしろ山側の方が微低地の水田地域であって、中央西になるにした

がって微高地の集落址になるものかと見られる。西方の千曲川と東方の山脚部との間の言わば後

背湿地状をなす典型的な地形と言ことができる。

したがって青木下遺跡は水田域をなしていて、東裏遺跡は集落域をなしていることが分明する。

総

qθ L

第 5図 東裏遺跡の祭祀遺物

10cm

東裏遺跡は古 くから知

られた遺跡で、耕作者

による深掘 りの際に多

量の遺物が検出されて

いる。現集落と山脚部

のほぼ中央であって、

集落域と水田域の境 目

附近であることがわか

る。とりわけ出土遺物

のうち滑石製品の祭祀

遺物と土製の手づ くね

による仮器 としての土

器、祭T巳遺物が注目さ

れていたb滑石製の剣

形摸造品、有孔円版

(鏡形摸造品)を 中心
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2、 玉造 リエ房の住居址

とする石製仮器は、長野市駒沢祭祀遺跡と関連して農耕祭祀にかかわるものではないかと6世紀

後半期に比定されていた。

今次の調査によって、第 3区 よりこの祭T巳遺物の工房址ではないかと思われる住居址が、 3棟

Hl、 2、 3号住居址として検出されている。ほぼ中央であって古墳時代住居址が 5棟集中して

いる。その西側の現集落、国道18号線よりには若干の間戟帯にへだてられて住居址群が続いてお

り、微高地上の集落址となっている。千曲川自然堤防の微高地であり岩鼻の千曲川ネックが解放

される内側最初の緩衝地帯であるかのようである。その微高地点に集落址、後背湿地の微低地に

水田址が各時代 とも営まれたものと言うことが出来る。

住居址の平面形態にふれておくと、一辺が 8m内外の大型住居址であると言うこと。基本的に

は、対角:線上にすべて,対一の割合で柱穴をもうけていること、柱を立てた後張り床を行ってい

ること、粘土製のカマ ドを北壁の中央に作っていること、カマ ドの位置と反対側の壁面にそって

上部が四角で下部が円形のほぼ lm深さの工作用ピットを作 りつけていること、そのピットの底

部には白色系の粘土が堆積していること、上部四角のピットの外部床面上にやはり白色系の粘土

が盛 り上がるように集積されていること、完成品及び末製品が工作ピットの周辺に散乱している

ことがこのH3号住居址の特徴である。

この東裏遺跡の東のはずれ、中央部に位置する所にはHl～ 4号住居址が認められ、Hl号住

居址によってH3号住居は東壁が切られているので、H3号住居址―→Hl号住居址が成 り立つ。

す くなくともHl号住居址とH2号住居址は方向、規模、工作用ピットの様子が同様であるので、

Hl号住居址とH2号住居址は同時期の併行関係にあったものと思われる。Hl、 2号住居址は、

1辺が6。 5m規模でH3号住より小ぶりである。東壁に粘土製のカマ ドを中央に持ち、張 り床で

ある。そのカマ ドの反対側の壁面に近いがややはなれて、中央線上より右か左にずれて工作用

ピットが作られている。上部が四角で下部が円形で深さは lm内外を計測できる。グリーンタフ

や碧玉等の玉でなくどうやら滑石製品に限定されるかもしれないように見受けられる。そうする

とやや系列を異にするかもしれないが、すでに知られているものと比較し若干の検討を加えてみ

たい。            ″

千曲川水系で最も古い時期に属する玉造り工房としての住居址は望月町の後沖遺跡例であろう

か。次いで丸子町の社軍寺遺跡があり、その後にこの東裏遺跡例となるようで、後沖一→社軍寺

一→東裏遺跡 (H3→ Hl、 2住)例 となるものかと見られる。

東裏遺跡夕jは カマドが出現してまだ粘土製の中央壁に位置している例で、強く6世紀型をなし

ている。土師器群もまた球形胴を残しており、不も内黒処理もかなりの個体に行
Lゎ れている。須
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恵器は蓋不の蓋のみで

あるが整ったものであ

る。工作ピット周辺か

ら未製品などが検出さ

れていて、穿孔、研磨

が行われていた事は明

らかである。工作ピッ

トはカマ ドと対称の反

対側の位置に壁面と接

して作 りつけられてお

り、長辺 1。 4m、 短辺

lm、 深さlm内外と

なっている。なおピッ

トは_Lか ら40cm程は直

方体でありそれ以下は

直径60cm程の円筒形を

なしている。上部が直

方体の箱形をなし下部

が円筒形の桶状をなし

ていたかのようであ

る。白色形の粘土は当

然研磨材 として用いら

れたものであるが、ほ

ぼ普遍的にこうした玉

造 り用のピットに附属

している。砂岩製の玉

祗石 とセットして検出

される場合 も多いが、

必ず しもすべてがそ

ろっているわけではな

い。

東裏遺跡の玉造り工

[:::::::I:::::::〕 |  ([:[::::言
:ZZ:::''ラι

ヽ

第 6図  H3号 住の遣構・遺物
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第 7図 玉造 リエ房住居址の変遷
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房址は若千の滑石製臼玉などを伴った り、グリーンタフの管玉 も得 られているが、この期に属す

る工房 として貴重である。

一般に玉造 りの工房址は古墳の展開 と基にその消長はあるものであるが、古墳の副葬品として

の玉類 と、祭粛巳用の摸造品としての幣 (ぬ さ)類 とはいささか次元を異にしている。古い時期の

方が明確に分離されていたようであるが、後半期は次第に不明確になって来るかと思われる。東

裏遺跡例はそのはざまの姿をよくあらわしているかと見てとれる。

第 7図を見れば、玉造りの工作用ピットの位置は、住居址の中央主軸線より対辺の左側にあっ

たものが中央線に位置するようになり、Hl、 2号住居址のように再び左側か右側かいづれかに

移動するかに見える。望月町後沖例を4世紀後半とすると丸子町社軍寺例もそう離れた時期では

ないが、共にまだカマ ドが出現しない前半期のものである。その中でやはり東裏遺跡例は地域や

地形とも関連しながら貴重な6世紀に下る資料を提供したことは明らかである。

3、 礎石建物址の課題

第 4区ほぼ中央に東西に二間、南北に二間、あるいは、東西に三間、南北に二間の礎石を伴 う

建物址が検出された。二間二間としたときの中央とその南、その東の礎石が抜けており、三間二

間としたときの中央、最も西側の位置がピットとなっていて礎石の抜いた後を見られなくもない。

しかしその穴は関係なく、二間二間の総柱の建物であった可能性が高い:東西の柱は1。 8mで南

北のそれは2。 2mであり、やや南北に長い方形と言う事になる。

礎石 とみられるものは河原の転石で、50× 40cmの広さでおよそ20cm内外のものを選択して並べ

ている。

仁和 4年 (888)の洪水砂 と思われるものの下に検出されているので888年 よりは古い事になる。

この種の礎石列をもつ建物址は更埴市の屋代遺跡群からも検出されていて、そこでは基壇様の上

壇の上に礎石列が数棟並ぶ と言うものであった。附近には屋代寺 と言う古代の定額寺の跡もあ り、

周辺からも関連資料の瓦塔片や銅銃片なども出土 して、仏教関係建物址か とも考えられている。

しか し基礎 を伴 う建物は屋根が瓦葺 きである場合が多 く、又仁和 4年の洪水砂の下 とあってその

性格はなかなかに一定 しない。東裏遺跡 と同様である。瓦葺 きであった気配がない以上、瓦葺 き

であると言う事は認める事は出来ない。したがって、屋根は草葺きか、柿葺きか、木肌葺きとい

うことになる。瓦の葺かれていない寺院は9世紀代にすくない事になるが、もう一つ考えられる

事はヤシロである。当然礎石を持つ建物は寺院建築の影響で、基本的には屋根に重い瓦をのせる

ことが前提の構造物である。しかし周辺にそうした建築物のある中で神社建築が型をなしてくる。

言わば仏教建築の影響を受けた型で神社建築が型をなしてくるというこである。神社建築ははじ

めには建物としての特定のより代をもっていないで、自然信仰的なものであった可能性がある。
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土地そのもの、山、岩、湧水、水、大木など多様であって多様な形を持ち得た。それが庫のよう

な豊饒の祈願やよろこびのような形を人為的なものに移 りはじめ、穂倉 (ホ クラ)の概念が成り

立つ。一方では上 (カ ミ)の住まう建物が宮殿として人為的な畏敬の対象となる。そうした中で

の信仰概念の成立である。ヤシロもミヤもヤ (屋)の一定の建築物を持つ神 (カ ミ)の より代と

しての空間の占有へと発展する。日本の神は基本的には自然神から人格神へと移ったものであろ

うが、朝に新しい神が誕生して、夕にその神の生命が失われるという思念の中にあることは見逃

されない。神は日一日としそれを繰り返して行 くのである。そこに古代的宇宙観が横たわってい

る。したがってカミノヤシロ (神社)は仮宮的なものから固定的な建築物へと発展したもので

あって、古代ではそのカリミヤ (仮宮)的性格が強い。今、この礎石列建物址を、カミノヤシロ

的な建築物址とすると、仮宮的性格から固定的な性格への過渡期の所産ではないかと推定される。

恐らくカミノヤシロ (神社)に瓦ののったものはずっとはるかに後世であって、古代では草葺き

か、柿葺きか、木肌葺きを常態としたものであろうことは、ほぼ推測されるところである。屋代

遺跡群の礎石列建物址群も東裏のそれも転換期にあるホクラ・ホコラから成長したカミノヤシロ

|"

Q

Ｃ
一

Ｄ
一

Ｄ
一

第 8図 第 1号礎石列建物址
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的性格の強いものではないかと考えられる。今後の大きな課題の一つである。

4、 縄文土器の検出をめ ぐつて

縄文土器として中期初頭の五領ケ台式土器の深鉢と晩期の氷 正式土器片が出土している。他に

打製石斧、石鏃なども得られているが、近時数mと ぃぅ深部に沖積層内にもこの時期の生活面が

検出されて来ている事に関連して注意をはらうべきである。排積内の埋没台地と言える地形面に

それ等縄文期の集落はのっているらしく季節的な生業を仮定することが可能である。又晩期の資

料は粗製土器の深鉢土器片であるが、こうした煮沸形態の土器が検出されることに注目する必要

がある。粗痕のある土器、プラントオパールを器壁に含む土器も検出されて、栽培植物イネは次

第に古い時期に遡るかと見られるとき、重要な検出ということができる。近くに保地遺跡等晩期

前半期の遺跡もあるところから関連して把握すべきであろう。

5、 花粉分析等の分析結果から見えるもの
パリノ・サーヴェイ社による自然化学分析として、東裏遺跡 青木下遺跡中の青木下の低湿地

を対象として行った。 1。 珪藻分析、 2。 花分分析、 3。 植物珪酸体分析である。

その結果について若干ふれると、古墳時代以前は低湿地 (1区)よ りも微高地 (2区)の方が

稲作による水田化利用が行われていた気配で、住居区 (4、 5区)に対してより集落に接近した

ところが水田化され、利用が行われていたもののようである。それに対し平安期は仁和の砂以下

五枚にわたる溶脱層がみられ、その四枚に水田としてのイネ属の花粉化石や植物珪酸体の化石が

みられるようてある。ヨシ属、イネ属のものが混在していることは水田可耕地の拡大を意味して

いるのだろうし、管理尽くされていない様子もその中から見受けられる。水田の仁和四年 (888)

の拡大は、班田の拡張であろうからそうした側面からも注目すべきである。中洲状微高地の居住

域に対して、より微低地の後背湿地が水田化されていく過程がその中に埋蔵されていると言える

だろうか。それにしても水田面の仁和の砂の被覆はやや荒日で粒が大きく、竪穴住居内の覆土は

一過性でやや小粒でこまかい差は何によるものであろうか。いづれにせよこうした堆積は流水堆

積と言うよりは滞水堆積の状態と言うべきであるように思う。水田面の被覆が比較的粒が大きく、

竪穴住居面の堆積が比較的小粒の砂質があるのも、あるいはこの滞水堆積の時間的な差を現わし

ているのかもしれない。水田区はそうした冠水堆積にもかかわらず以後数回にわたる水田面の使

用が確認されているのも貴重である。

本調査によって貴重な資料を得ることが出来た。東裏、青木下に東西に開けた大試掘坑として

後世に伝える20世紀人としてせめても行為である。関係者、機関に多謝、感謝を。 (森鳴  稔)

一- 44 -一



編

青木下遺跡 自然科学分析報告



自然科学分析報告
パ リノ・サーヴェイ株式会社

は じめに

東裏遺跡Ⅱ・青木下遺跡 (長野県坂城町大字南条所在)は、千曲川右岸の沖積地に位置し、後背

山地と自然堤防に囲まれた後背湿地にあたる (図 1)。 調査区は、 1～ 3区に分けられてお り、

1区～ 2区が低地、 2区～ 3区が自然堤防につながる微高地上にそれぞれあたる。本遺跡では、

これまでの調査で縄文時代～中世の遺構・遺物が検出されているが、主体は平安時代である。低

地では、千曲川の氾濫砂層により覆われた平安時代の水田層や畦畔が確認され、当時の生産域で

あったと推定されている。特に微高地と低地との境界に大畦畔が認められ、地形条件によって土

地が区画されていたことが示唆される。一方、微高地～自然堤防にかけては、居住域が確認され

ており、、当時の生活の場であったと考えられる。このように、本遺跡は生産域と生活域が隣接し

ており、当時の生活様式や生産について考えるために重要な遺跡の一つであるといえる。遺物に

ついては、縄文時代晩期・弥生時代・古墳時代の土器が検出されており、このうち古墳時代の遺

物が集中して検出されている。また、古墳時代にも水田が営まれていた可能性が指摘されている。

本遺跡では、すでに平安時代以降の堆積物について稲作の消長や様態を推定する目的で植物珪

酸体分析 5′点を実施している。そこで、これまでの調査結果を踏まえ、さらに調査地′点を増やし

て、花粉分析・珪藻分析を行うことにより、本遺跡付近の古環境変遷と稲作の消長について総合

解析を行うことにした。

1。 試料 と層序

試料は、 1区について試掘 トレンチ (試料番号 1～ 5採取地点)、 1号 トレンチ (DOE地点)、

2号 トレンチ (A・ B地点)を 設定し、 2区で北壁面にD地点を設定した (図 2)。

本遺跡の層序は、 1区 1号 トレンチ・ 2号 卜_レ ンチの発掘調査所見に基づ くと、12層 に分層さ

れ、11～ 6層が粘土、 5層が砂を主体 とした洪水性堆積物、 4層が粘質土、 3層 ～ 1層が粘土と

される (図 3)。 なお、 1区試掘 トレンチの11層 が基本土層の 6層 に、 8層 ～ 4層 が 5層に相当

するとされる。

試料は、古墳時代の遺物包含層～平安時代以降の洪水層を中心に層位試料として計22′点を採取

し、堆積物の層相および分析調査目的を考慮して、珪藻分析 10′点、花粉分析 3′点、植物珪酸体分

析22点 を選択した。

各層位の時代・時期は、遺構・遺物の検出状況から、基本土層 8層が古墳時代、 7層・ 6層が

平安時代 とされている。また、 2区北壁面⑦層・⑥層は、平安時代の大畦畔を構築する土層とさ

れている。
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♀     :     lkm

坂城に加筆」図 1 遺跡の位置 「国土地理院 5万分の 1

●は遺跡位置を示す。
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2。 分析 と結果の表示方法

(1)珪藻分析

試料を湿重で約10g秤量し、過酸化水素水 (H202)ヽ 塩酸 (HCl)の 順に化学処理 し、試料の

泥化 と有機物の分解・漂白を行う。自然沈降法で粘土分、傾斜法で砂分を除去した後、残澄をカ

バーガラス上に滴下、乾燥する。乾燥後、プ リュウラックスで封入する。

検鏡は、光学顕微鏡で油浸600倍 あるいは1000倍 で行い、メカニカルステージで任意の測線に

沿って走査 し、珪藻殻が半分以上残存するものを対象に200個体以上同定 r計数する (珪藻化石

の少ない試料はこの限りではない)。

種の同定は、K.Krammer and Lange一 Bertalot(19860198801991a、 b)な どを用いる。

なお、珪藻の生態性の解説を表 1に 示 した。また、産出した化石がその場所で生 きて死んだ現地

性の化石か他の場所から二次的に運搬・堆積 した異地性の化石かを判断する目安 としている完形

殻の出現率 を求め考察の際に考慮 した。同定結果は、産出種 をアルファベ ンヽト順に並べた一覧表

で示 した。

表 1。 珪藻化石の生態性

塩分濃度に対す る区分 塩分濃度に対する適応性 生 育 環 境 (例 )

強塩生種 (Polyha10bous) 塩分濃度40.0パ ー ミル以上に出現するもの 低緯度熱帯海域、海水湖など

真塩生種 (Euhalobous) 海産性種、塩分濃度40.0～ 30.0パ ー ミルに出現するもの 一般海域 (ex 大陸棚及び大陸棚以深の海域 )

汽水生種 :

中塩生種 (Mesoha10bous)

塩分濃度30.0～ 0.5バ ー ミルに  強中塩生強 (一 Mesoha10bous)

出現するもの          弱中塩生強 (一 Mesoha10bous)

河口・内湾・沿岸・塩水湖 。潟 など

淡水生種 : 貧塩生種 (01igoha10bous) 塩分濃度0.5パー ミル以下に出現す るもの 一般陸水域 (ex 湖沼・池 。沼 。河川 。沼沢地・泉 )

塩分 。pH・ 流水に対する区分 塩分・pH。 流水に対する適応性

る
適
応
作

塩
分
に
対
す

貧塩 ―好塩性種 (Halophilous) 少量の塩分がある方がよく生育す るもの 高塩類域 (塩水遡上域・温泉・耕作土壌 )

貧塩―不定性種 (Indifferent) 少量の塩分があって もこれによ く耐えることができるもの 一般陸水域 (湖沼・池・沼・河川 。沼沢地など)

貧塩 ―嫌塩性種 (Halophobous) 少量の塩分にも耐えることができないもの 湿原・湿地 。沼沢地

広域塩性種 (Euryhalinous) 低濃度か ら高濃度 まで広い範囲の塩分濃度に適応 して出現するもの 一般淡水～汽水域

ｐＨ

に
対
す
る
適
応
性

真酸性種 (Acidobiontic) pH7.0以 下に出現、特にpH5。 5以下の酸性水域で最 もよく生育するもの 湿原・湿地 。火口湖 (酸性水域 )

好酸性種 (Acidphilous) pH7.0付 近に出現、pH7.0以 下の水域で最もよく生育するもの 湿原 。湿地・沼沢地

pH―不定性種 (Indifferent) pH7.0付 近の中性水域で最 もよ く生育するもの 一般陸水域 (ex 湖沼 。池沼 。河川 )

好アルカリ性種 (Alkaliphilous) pH7.0付近に出現、pH7.0以 上の水域で最 もよく生育するもの

真アルカリ性種 (Alkalibiontた ) pH8。 5以上のアルカ リ性水域で最 もよく生育するもの アルカ リ性水域

流
水
に
対
す
る
適
応
性

真止水性種 (Limnobiontic) 止水域にのみ出現するもの 流水の少ない湖沼 。池沼

好止水性種 (Limnophilous) 止水域に特徴的であるが、流水にも出現するもの 湖沼・池沼・流れの穏やかな川

流水不定性種 (Indifferent) 止水域にも流水域に も普通に出現するもの 河川・川・池沼 。湖沼

好流水性種 (Rheophilous) 流水域に特徴的であるが、止水域にも出現するもの 河川 。川・小川 。上流域

真流水性種 (Rheobiontic) 流水域にのみ出現するもの 河川・川・流れの速い川 。渓流 。上流域

陸
生
珪
藻

好気性種 (Aerophilous) 好気的環境 (Aerial habitats)

水域以外の常に大気に曝 された特殊な環境に生育する珪藻の一群で多

少の湿 り気 と光 さえあれば、土壌表層中のコケの表面に生育可能特

に、土壌中に生育する陸生珪藻を土壌珪藻 という

土壌表層中や土壌に生えたコケる付着

木の根元や幹に生えたコケに付着

濡れた岩の表面やそれに生えたコケに付着

滝の飛沫で湿ったコケや石垣 。岩上にコケに付着

洞窟入口や内部の照明の当たった所に生えたコケ

に付着

註 塩分に対する区分はLowe(1974)、 pHと 流水に対する区分はHustedt(1973-38)に よる。

堆積環境の解析にあたっては、まず塩分濃度に対する適応性から産出種を海水―汽水―淡水生

種に分類し、淡水生種については更に塩分・水素イオン濃度 (pH)・ 流水に対する適応性につい

て生態区分する。産出率 2%以上を示す分類群について、主要珪藻化石の層位分布図を作成する。
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図中の海水一汽水―淡水生種の帯グラフと各種産出率・完形殻産出率は全体基数、淡水生種の生

態性の帯グラフは淡水生種の合計を基数とした相対頻度で算出した。いずれも100個以上検出さ

れた試料について示した。なお、●は 1%未満の産出、○は100個体以下の試料における産出を

示す。環境解析にあたっては、安藤 (1990)の環境指標種群を参考 とする。

(2)花粉分析                                     |

花粉・胞子化石は、湿重約10gの試料についてKOH処理、重液分離 (ZnBr2三 比重2。 2)、 HF

処理、アセ トリシス処理の順に物理・化学的な処理を施して、試料から分離・濃集する。処理後

の残澄をグリセリンで封入し、プレパラー トを作製した後、光学顕微鏡下でプレパラー ト全面を

走査しながら、出現する全ての種類 (Taxa)に ついて同定・計数を行 う。

結果は同定・計数結果の一覧表として表示する。図表中で複数の種類をハイフォン (一 )で結

んだものは、種類間の区別が困難なものである。

0)植物珪酸体分析

試料約 5gに ついて、過酸化水素水 と塩酸による有機物と鉄分の除去、超音波処理による試料

の分散、沈降法による粘土分の除去、ポリタングステン酸ナ トリウム (比重2.5)に よる重液分

離を順に行い、植物珪酸体を分離・濃集する。検鏡し易い濃度に希釈した後、カバーガラスに滴

下し、乾燥させる。これを、プリュウラックスで封入してプレパラー トを作製する。

検鏡は光学顕微鏡下でプレパラー ト全面を走査 し、出現するイネ科植物の葉部 (葉身と葉鞘)

の単細胞に由来する植物珪酸体 (以下、単細胞珪酸体と呼ぶ)お よび葉身の機動細胞に由来する植

物珪酸体 (以下、機動細胞珪酸体と呼ぶ)を、同定・計数する。なお、同定には、近藤・佐瀬 (19

86)の分類を参考にする。

結果は、検出された植物珪酸体の種類 と個数を一覧表で示す。また、各種類 (Taxa)の 出現

傾向から、生育していたイネ科植物を検討するために、植物珪酸体組成図を作成する。出現率は、

単細胞珪酸体 と機動細胞珪酸体の各珪酸体毎に、それぞれの総数を基数として百分率で算出する。

なお、〇●は 1%未満を示し、単細胞珪酸体で200個未満、機動細胞珪酸体で100個未満のものは、

統計的に扱うと結果が歪曲する恐れがあるので、検出した種類を十で表示する。

3。 微化石の産状

(1)珪藻化石

分析結果を表 203と 図 405に示す。珪藻化石は、 1区 2号 トレンチA地′点の試料番号 2お

よびB地点の試料番号 3、 2区北壁面D地点の試料番号 5～ 2で豊富に産出する。これ以外の 1

区 1号 トレンチE地点の試料番号 5、 2号 トレンチA地点の試料番号 5～ 3では、珪藻化石の産

出が極めて少ない。以下、各地′点別に産状について述べる。
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表 2 I区 における珪藻分析結果

Species Name

tliry:rl::_ryry4i_19Te:l!!:!:9!__
[K]Achnanthes lcnceolcfa (Breb. )Grunow
Achnanthes ninutissina Kuetz ing

vcl ida (Grun. )Simonsen
baci I lurn (Grun. )l'lereschkowsky
eis leptosona Kranner & Lange-EertaLot

L電鴛惚電λ棚1器継落Ψ:attm"Calone ts schuncnnianc (Grun. )Cteve

層名
Ef 2号

A地点   B地 点

##Achnanthes subhudsonis Hustedt
Anphora oyal is var. affinis (Kuetz. )V.Heurck

Achnanthes rostrsta Oestrup
##Achnanthes subhudsonis Hustedt
Anphora oval rs var. affinrs (Kuetz. )V.H
0{JAulacosei ra granulata (Ehr. )Simonsen
Aulscoseira i tcl ica (Ehr. )S imonsen
.4ulacoseirc itclicc var. yclida (Grun.)
Caloneis baci I lurn (Grun. )l'lereschkowsky
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Ｍ
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Caloneis si I icula (Ehr. )Cleve
Ccloneis tenuis (6reg. )Krammer
##Cocconeis placenfulc var, euglypta (Ehr.)Cleve
Cynbella heteropleura var. ninor Cleve
[0]Cvnbel la ncvicul ifornts AuersvaLd
##Cynbel la st lesiaca BLeisch
##fKi0ynbe I la sinuata Gresory
##Cvnbel la tunida (Breb. )V.Heurck
['AiDiploneis el I dptfcc (Kuetz. )CIeve
0iplone is oval is (H i Lse)CLeve
Dtploneis pcrna Cleve
[,iDiploneis yatukcensis llorikaua et Okuno
Diploneis spp.
[unotia lunaris var. subcrcuafa (Naeg.)Grunou
[OJEunofia pectinclis var. ninor (Kuetz, )Rabenhorst
[0iEunofic pecfincl is var. undulata (RaLfs)Rabenhorst

Eunotic spo.
##Frasi lar ia capuc ina Desmazieres
Fras i lar ia construens (Ehr. )Grunov
*Fragilari0, construens var , venter (Ehr. )Grunov
Frogilaria leptosfcuron var. rhorboides Grunor,r
I#F ras i lar ia vaucher ise (Kuetz.)Petersen
Frag i lar ia virescens Ratf s
Frustul ic vulgcris (Thvait, )De Toni
[0JGomphonemc ccuninatun Ehrenberg
Gonphonenc cngusfafum (Kuetz. )Rabenhorst
Gonphoneno ongustctun var. linecrrs Hustedt
f0]Gonphonem grcci le Ehrenberg
Gonphonema parvulun Kuetzing
Oonphonenc puni lun (Grun. )Reichardt & Lange-BertaLot
Gomphonena subti le Ehrenberg
[, A]Hantzschia cnph ioxys (Ehr. )Grunov
ftfJltelosira cf . sol ida EuLenstein
##tKlileridion circulae var. consfrictun (RaLfs)V.Heurck

#t' Blllav icu la conf ervacea (Kuetz. )Grunov
##t, Alilov iculc con fen tc Grunov
[0]lr/avdcula elginensrs (Greg. )Ralf s
ilavicula elginensis var. cunectc H.Kobayasi
liaviculc elgtnensis var. neglecta (Krass. )Patrick
Navicula hclophi la (Grun. )CLeve
Llayiculo laevdssino Kuetzing
#-t. Altlau icu lo, Nr t ica Kuet z i ng

#flavicula pupuls. Kuetz ing
[K]llovicula vir idula var. rostel lata (Kuetz, )Cteve
lrlaytcula spp.
lleidiup affine var. longfceps (Greg.)CLeve

lile idiun aapl tcfum (Ehr. )Krammer
lle idium dubiun (Ehr . )Cteve
lle idium grac i le Hustedt
l/i tzschio cnphib ia Grunow
#lt/i tzschia palea (Kuetz. )U.Smith
liitzschia spp.
[0]Pinnulario acrosphcer ia lJ.Smith
Pinnularia braunii (Grun. )Cteve
Pinnuloria divergens tl.Smith
tllP innulor ia s ibbc Ehrenberg
Pinnulario gibbc var. linearis Hustedt
Pinnularia kcrel ico CLeve
[0]Plnnulario nodosa Ehrenberg
P innular ia rupes tr is llant zsch
L' lP innular ia schoenfe lder i Krammer
t.lPinnularic schroederi i (Hust. )Krammer
Pinnulqria stopatophoro (Grun. )Cleve
t. BIP innularia subcapi tatc Gregory
P innu lar ia substonafophora Hustedt
tllPinnular ia viridis (Nitz. )Ehrenberg
Pinnularia spp.
Rhopalodia s ibberulc (Ehr. )0.l'luLLer
Stauroneis onceps Ehrenberg
Stcuroneis kriegeri i Patr ick
f0]stauroneis phoenicenteron fo. grcci I is (Ehr.)Hustedt
Stauroneis spp,
Surirel lo ovato var. pinncta (!J,Smith)Hustedt

flllSfephanodiscus n icgarae Ehrenberg

‖:|||:‖ :t:la:l::lelater species               : : : : : |
Brackish Water Species                                    0  0  0  0,  0  0
Fresh Water Species                                                                           6   204    28     2     0   207

Total Number of Diatoms 6 204  28  2  0 208

凡
PR=塩分濃度に対する適応性 酬沐 熟 ″濃度に対する適応性 GR:流 水醐 する適応性

Euh― Meh:海水生種―汽水生種   al― bi:真 アルカリ性種        1-bi:真 止水性種

Ogh― hil:貧塩好塩性種     al― il:好アルカリ性種        1-ph:好 止水性種

Ogh― ind:貧 塩不定性種     ind :pH不定性種        ind:流 水不定性種

Ogh― hob:貧塩嫌塩性種    ac― il:好酸性種         r― ph:好流水性種

Ogh― unk:貧塩不明種      ac―bi:真酸性種         r― bi:真流水性種

unk :pH不 明種         unk:流 水不明種

環境指標種群

[K]:中 ～下流性河サ|け旨標種 [M]:湖沼浮遊性種 [0]:沼沢湿地付着生種 (安藤,1990)
#:好汚濁性種,##:好 清水性種 (渡辺ほか,1986)

[。 ]:陸生珪藻 ([。 A]:A群 ,[・ B]:B群、伊藤・堀内,1991)
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表 3 2区北壁面における珪藻分析結果

Species Name

I    Ecotogソ     |
層名

試料番号  I H`R.l pH I C`R.|

⑦

２

D嫌
③ 14・ 15

3  4

##,4chnanfhes crenu lcta Grunorr
##tJJAchnanthes japonicc H.Kobayasi
tKlAchnanfhes lanceolata (Breb, )Grunor,r
##Achnanthes lateros trata Hustedt
Achnanthes ntnuf rssinc Kuetz i ng
##,4chnanthes subhudson is Hustedt
##Achnanthes such landtii Hustedt
l' Al Anphora nontana Krasske
Anphora oval fs var . aff inis (Kuetz. )V.Heurck
Amphora pediculus (Kuetz. )Grunow
C[lAulacose iro anbigua (Grun. )Simonsen
tnJfulccose iro, granulata (Ehr. )S imonsen
Aulacoseira tslcndica (0.HuLL. )S imonsen
Au{acosetra i tol ica (Ehr. )Simonsen
Ca lone is bac i I lun (Grun . )l'lereschkousky
t'BlCaloneis leptosoma Krapner & Lange-BertaLot
Caloneds si licula (Ehr.)Cleve
Caloneis siltcula var. intermedrc I'layer
Caloneis spp.
Co,loneis sp. -1

Ceratoneis crcus var. recfa (CL.)Krasske
Coccone ts dininuta Schumann
Cocconeis placenfulc (Ehr. )Cleve
##0occonets placentula var. eug lypta (Ehr. )CLeve
##Cocconeis placenfulc var. lineata (Ehr,)CLeve
tlllClyclotel la conta (Ehr. )Kuetzing
Cvc lote I la oce.l lata Pantocsek
tllJCyclotellc ste lligera Cleve & Grunov
Cynbel la cusprdafc Kuetz ing
Cynbel la nesianc ChoLnoky
t?lCvnbe I la nsv icul if ornrs AuerswaLd
it#Cynhel {a s i lesicca BLe isch
*#fKlCynbel la sinuafc Gregory
##Cynbel la tunida (Breb. )V.Heurck
##tKlCvnbe I la turg idu la Gr unor*r

Cynbella turgrduta var. nipponica Skvortzou
Cynbel la spp.
##t(lDiatomc hiemale var. pesodon (Ehr,)Grunou
t, AlDiploneis e llipticc (Kuetz. )C[eve
Diploneis ovclis (HiLse)CLeve
Drploneis pcrmc Cleve
Ept theria adnctc (Kuetz, )Brebisson
tpi fhenfa sorex Kuetzing
Epi themic turgida (Ehr. )Kuetzing
Eunotia biseriatoides H. Kobayas i

[0]tunotia pectinal is var. ninor (Kuetz. )Rabenhorst
Eunof ia pectinalis var. venfralis (Ehr.)Hustedt
Frag i lar ia brevistr is ta Grunou
##F rag i lar ia copucinc Desmaz i eres
#Fragi laria construens var . venter (Ehr. )Grunow
Fragilar ia construens var . triundulatc ReicheLt
F rag ilar ia lapponica Grunor*r
*F rag i lar ia pinnato, Ehrenberg
##F rag i lar ia voucheriae (Kue tz. )Petersen
F rag i lar ia v irescens RaLf s

Fragr lsria vtrescens var. el I iptica Hustedt
Frusful t0, vulgaris (Thvait.)De Toni
Gopphonema cngustum Agardh
Gonphonema angusfafun (Kuetz, )Rabenhorst
Gonphonema angusfafun var. linearis Hustedt
##6onphonem c levei Fricke
f0]6onphoneno groci le Ehrenberg
Gonphonema parvulun Kuetz i ng
Gonphonema puni lun (Grun.)Reichcrdt & Lange-BertaLot
fJ]Gonphonenc sum forense Fr icke
Gomphoneno spp.
Gyrosigna spenceri i (u.Smith)CLeve

E' AlHsntzsch ia amph ioxys (Ehr . )Grunow
Hantzschia anphioxys var. pcior Grunor.r

tlllllelosira cf . soltda EuLenstein
#*tKllleridion circulae var. cons tr ictun (RaLfs)V.Heurck

liaviculc amriccnc Ehrenberg
llavcicula capitafc var. et I iptica (SchuLz)CL-Eu.

l{avicula capitcta var. linesris Oestrup
##tKlillav icu la cap i tatoradiafa Germa i n

#f 'gJlrlavicula coinf ervacea (Kuetz. )Grunor*r
##t, Alilav icu la contents, Grunou
A,aydcu la uyptotene l lc Lange-BertaLot
INavicula cuspidata var. adiguc (Ehr. )C[eve
tllflsvicula e lg inensis (Greg . )RaLf s
llavicula elginensis var . cuneata H.Kobayasi

{ayicula elginqlrqis var. neg lectl (Krass.)Patrick
t'lllavicula gallica var . perpusi I la (Grun.)Lange-Berta[ot
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#:好汚濁性種 ##:好清水性種 (渡辺ほ力、 1986)
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1)1区 2号 トレンチ

産出種 は、ほ とんど淡水生種 より構成され、産出分類群数が23層 88分類群 (62種 017変種 01

品種・種不明 6種類)である。また、完形殻の出現率は約30～ 40%である。

A地′点の試料番号 2で淡水生種の流水に対する適応性は、流水不定性種が優 占し、真・好流水

性種が多産する。主な産出種は、好流水性で中～下流性河川指標種群 (安藤、1990)の Achnant

hes lanceolata、  Meridion circulae varo constrictum、  流水:不定性のFragilaria vaucheria

e、 Gomphonema angustatum、 {Go parvulum、  Navicula confervacea、  :Rhopalodia gibb

erula、 沼沢湿地付着性種群 (安藤、1990)の Navicula elginensis、 陸生珪藻のNavicula muti

ca、 Pinnularia schroederiiマ Pあ る。

B地′点の試料番号 3で産出種は、A地′点の試料番号 2と 近似 してお り、中～下流性河川指標種

群の 2種 に加 えて、好流水性のNavicula elginensisvaro naglectaが 産出する。 また、流水不

定性種ではGomphonema parvulum、 G.angustatum、 Fragilaria宙 rescens、 Amphora

ovalis varo affinisに 加えて、沼沢湿地付着性種群のGomphonema gracile、 Navicula elgine

nsisな どが多産する。

2)2区 北壁面

産出種のすべては淡水生種 より構成され、産出分類群数は、31属 135分類群 (102種 025変種・

2品種・種不明 6種類)である。また、完形殻の出現率は約40～ 60%である。

D地点の試料番号 5では、流水不定性種が優 占し、真・好流水性種や真・好止水性種 も共に15

%程度産出する。主要種は、流水不定性種で好汚濁性種のNa宙 cula pupla、 N.confervacea、

好塩性のRhopalodia gibberulaが 産出し、沼沢湿地付着性種群のPinnularia acrosphaeria、

P.viridis、 好流水性で中～下流性河川オ旨標種群のAchnathes lanceolata、 Cymbella sinuat

a、 好流水性のNavicula elginensis varo neglecta、 好止水性のAulacoseira italicaを 伴 う。

試料番号 4では、真・好流水性種の産出割合が高いことが特徴である。主要種は、好流水性で

中～下流性河川オ旨標種群のAchnathё s lanceolata、 Rhoicosphenis abbreviata、 好流水性の

Navicula elginensis vare neglecta、  N. elginensis、  Calёneis baciHum、  Cocconeis place

ntula varo euglyptaで ある。 また、 1空生珪藻のHantzschia amphioxys、  Pinnularia schroe

deriiも 比較的多い。

試料番号 3では、陸生珪藻の産出が高いことが特徴である。主要種は、陸生珪藻の中でもとく

に耐乾性の強い陸生珪藻のA群 (伊藤・堀内、1991)のHantzschia amphioxys、 Navicula mu

tica、 陸生珪藻のPinnularia schroederiiが 多産する。このほか流水不定性のNitzschia amph

ibis、 Gomphonema parvulum、 沼沢湿地付着性種のNavicula elginensisが 多産す る。

試料番号 2では、淡水浮遊性のMelosira cfo solida、 中～下流性指標種群のAchnanthes la

一- 57 -一



nceolata、 (じymbella sinuata、  Rhoicosphenia abbr

eviata、 陸生珪藻のA群 のHantzschia amphioxys、

Navicula muticaが 多産する。

υ)花粉化石

分析結果を表 4に示す。 2区北壁面D地点から採取さ

れた 3試料 とも花粉化石は保存状態が悪 く、外膜が溶け

て薄 くなっていたりまた壊れている。また、検出イ団体数

・種類数 ともに少ない。検出される種類は、木本花粉の

スギ属・クマシデ属一アサダ属・ブナ属、草本花粉のイ

ネ科、シダ類胞子の合計 5種類である。

0)植 物珪酸体

分析結果 を表 506と 図 607に 示す。植物珪酸体

は、 1区試掘 トレシチ試料番号 2で少なく、それ以外の

試料か らは多産す る。保存状態は、全試料で良好であ

る。以下、各地点別に産状について述べ る。

表 4 2区北壁面における花粉分析結果

D地点

層名  ③ 14・ 15 9
種類 (Taxa)試料番号 3  4  5

木 本 花 粉

スギ属

クマシデ属一アサダ属

ブナ属

草 本 花 粉

イネ科

不明花粉

シ ダ 類 胞 子

シダ類胞子

一
　

１

　

一

一
　

一
　

一

１

　

一
　

１

合 計

木本花粉

草本花粉

不明花粉

シダ類胞子

総花粉・胞子数

2

5

0

6

13

1

0

0

18

19

1)1区試掘 トレンチ

試料番号 103～ 5では、ほぼ同様の組成を示す。栽培種のイネ属・ヨシ属が多産する。この

他、タケ亜科 (ネ ザサ節を含む)・ キビ族 (エ ノコログサ属を含む)・ ウシクサ族 (ス スキ属・コブナ

グサ属を含む)・ イチゴツナギ亜科などを伴う。

2)1区 1号 トレンチ

D地点では、試料番号 5と 試料番号 4を 境として変化する。試料番号 605では、ヨシ属が多

産 し、タケ亜科・キビ族・ウシクサ族 (ス スキ属・コブナグサ属を含む)・ イチゴツナギ亜科など

が随伴する。試料番号 403では、ヨシ属が減少して栽培種のイネ属が増加傾向を示す。

E地′点の試料番号 5では、ヨシ属が多産し、タケ亜科 (ネ ザサ節・クマザサ属を含む)・ キビ族・

ウシクサ族 (ス スキ属・コブナグサ属を含む)イ チゴツナギ亜科などを伴う。栽培種のイネ属単細

胞珪酸体が僅かに検出される。

3)1区 2号 トレンチ

A地′点では、試料番号 3と 試料番号 2を 境として変化する。試料番号 5～ 3では、ヨシ属が多

産 し、タケ亜科・キビ族 0ウ シクサ族 (ス スキ属・コブナグサ属を含む)・ イチゴツナギ亜科など

を伴う。また、試料番号 3では、栽培種のイネ属が増加して多産する。

B地′点では、試料番号 4と 試料番号 3を 境として変化する。試料番号 4では、ヨシ属が多産 し、

タケ亜科・キビ族・ウシクサ族 (ス スキ属・コブナグサ属を含む)・ イチゴツナギ亜科・栽培種の
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表 6 2区北壁面における植物珪酸体分析結果

層名

試料番号

D地点

③

3

140 15

4

⑦

２

⑥

ｌ
種 類 (Taxa)

イネ科葉単細胞珪酸体

イネ族イネ属

キビ族キビ属

キビ族エノコログサ属

キビ族チゴザサ属

キビ族 (そ の他 )

タケ亜科ネザサ節

タケ亜科ヤダケ属

タケ亜科 (そ の他 )

ヨシ属

ウシクサ族コブナグサ属

ウシクサ族ススキ属

イチゴツナギ亜科オオムギ族

イチゴツナギ亜科 (そ の他 )

不明キビ属

不明ヒゲシバ型

不明ダンチク型

5

1

1

11

4

1

34

32

5

6

18

47

9

39

4

2

29

7

1

22

39

9

16

1

28

106

3

38

2

3

2

20

1

14

24

31

8

22

121

5

42

4

1

28

5

17

19

14

17

25

122

1

43

3

15

9

2

50

53

7

8

20

79

3

54

イネ科葉身機動細胞珪酸体

イネ族イネ属

キビ族

タケ亜科 クマザサ属

タケ亜科ネザサ節

タケ亜科 (そ の他 )

ヨシ属

ウシクサ族

シバ属

不明

84

3

1

5

7

10

1

35

44

6

6

9

12

17

33

51

2

9

3

11

27

54

6

1

4

1

15

28

63

1

1

16

5

7

15

合計

イネ科葉部単細胞珪酸体

イネ科葉身機動細胞珪酸体

検出個数

213

146

359

305

127

432

295

103

398

296     303

109     108

405     411

組織片

イネ属機動細胞列
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イネ属などを伴 う。試料番号 302では、ヨシ属が減少して、栽培種のイネ属が増加傾向を示す。

4)2区北壁面

D地′点の試料番号 571では、層位的に変化しない。栽培種のイネ属が多産し、タケ亜科 (ネ

ザサ節・クマザサ属・ヤダケ属を含む)・ キビ族 (エ ノコログサ属・チゴザサ属)・ ウシクサ族 (ス

スキ属・コブナグサ属を含む)・ イチゴツナギ亜科・ヨシ属などを伴う。

4。 考察

(1)1区 (試掘 トレンチ 01号 トレンチ・ 2号 トレンチ)の堆積環境・稲作について

・堆積環境

平安時代以前に堆積する11層 010層 012層 08層 では、珪藻化石が少なかうたことから、これ

らの層の堆積環境について検討することは困難である。

一方、植物珪酸体では、ヨシ属が多く検出され、これ以外にタケ亜科・ウシクサ族・イチゴツ

ナギ亜科なども検出された。このことから、周辺地域では、ヨシ属・タケ亜科・ウシクサ族・イ

チゴツナギ亜科などのイネ科植物が生育していたと考えられる。これらの種類の中で、 ヨシ属が

現在水湿地や河川沿いに分布することおよび本調査区が後背湿地に位置することを考慮すると、

平安時代以前の頃、調査地点付近の低地にはヨシ属が卓越していた可能性がある。

平安時代の水田層である7a層 ・ 7b層の珪藻化石群集は共に類似しており、水素イオン.濃度

では好アルカリ性種、流水では流水不定性種が優占し、これに流水性種や沼沢湿地付着性種群、

陸生珪藻などが卓越する群集組成により構成される。この群集は、異なった環境に生育する種群

(流水性種、陸生珪藻)が混在したものと解釈される。これは、洪水等の影響で周辺の様々な場

所の堆積物が取 り込まれて堆積 した場合や人為的な営力を受けた場合 (水田耕作や水管理等)な

どによると考えられる。なお、流水不定性種で沼沢湿地性種が多産することから、基本的には沼

沢～湿地のような水域環境であったと考えられる。

0稲作について

栽培植物のイネ属の植物珪酸体は、平安時代の水田層以降の堆積物から連続して出現 した。過

去の稲作を推定する上で、現在の水田耕土におけるイネ属の植物珪酸体の産状と比較することは、

水田を示唆する指標になる。現水田耕土層におけるイネ属機動細胞珪酸体の産状について、調査

した例 として近藤 (1988)が ある。これによれば、イナワラ堆肥連用 (8年間、500kg/10ha/

年)の水田耕作土表層では、イネ属機動細胞珪酸体が16%であったとされている。ここでは、こ

の値を目安 として稲作について検討する。

平安時代の水田層とされる 8層では、イネ属機動細胞珪酸体はD地点で12%、 A地点で2%、

B地点で 5%と 現耕作土より低率な値であり、稲作が行われていたことを示唆する値ではなかっ
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た。本層準のイネ属は、上位からの落ち込みや周辺地域から流れ込んだと考えられる。

7a層・ 7b層 では、イネ属機動細胞珪酸体がD地点で34%、 A地点で42%、 B地点で34%・

56%と 現水田耕作土と比較して高率な値を示した。一方、下位で多産していたヨシ属などが減少

した。このことから、平安時代の頃本遺跡周辺では、ヨシ属などの分布域が狭 くなったと考えら

れる。すなわち、本層準において稲作が営まれていた事を示唆するものであり、考古学的所見 と

調和白り結果といえる。

砂層である5層 では、試掘 トレンチの試料番号 1～ 5の調査結果からみる・と、イネ属機動細胞

珪酸体が現耕作土をはるかに上回り高率な値を示し、平安時代の水田層とされる下位の 7層 とほ

ぼ同等の出現率を示した。また、 7層 よりも単細胞珪酸体が高率であった。しかし、本層準は河

川の氾濫性堆積物であるため、周辺地域の耕作土を削り再堆積したか、堆積後に稲作が営まれた

可能性がある。

9)2区 の堆積環境・稲作について

・堆積環境

古墳時代以前の堆積物である9層 は、沼沢湿地付着性種群が卓越し、さらに好汚濁性種が多産

した。このような珪藻化石群集の特徴から、本層準は、富栄養な沼沢地のような水域環境であっ

たと推定される。

15014層 では、下位 と比較して流水性種が増加する。したがって、本層準が堆積 した頃は、流

水の影響を受ける堆積環境と考えられる。これは、上位の14層 の層相が砂層であることからして

も、河川の影響を受けたことを示唆する。

古墳時代遺物包含層とされる③層では、下位 と同様に流水性種が多いものの、陸生珪藻が多く

産出した。この群集は、異なった環境に生育する種群 (流水性種、陸生珪藻)が混在 したものと

解釈される。これは、洪水等の影響で周辺の様々な場所の堆積物が取 り込まれて堆積 した場合や

人為的な営力を受けた場合 (水 田耕作や水管理等)な どによるものと考えられる。ここでは、本

層準で古墳時代後期の遺構面が検出されることなどから、後者と考えた方が妥当である。また、

陸生珪藻が多産したことや古墳時代後期の遺構面が検出されることから、比較的長期乾燥してい

たことが推定される。

平安時代の大畦畔構築土とされる⑦層では、珪藻化石群集で流水性種、淡水浮遊性種および陸

生珪藻に至るまで、様々な環境を指標する複数の群集の混在する傾向にある。このような傾向は、

先述の③層と同様な傾向と考えられる。本層準の場合は、大畦畔構築土であり、人為的な攪乱を

原因とした可能性が高い。

一方、堆積物中からは、花粉化石がほとんど検出されない。僅かに検出された花粉化石の保存

状態が悪いことを考慮すると、花粉化石は何らかの要因により分解・消失したと推定される。植
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物珪酸体組成では、全層準でタケ亜科・キビ族・ヨシ属・ウシクサ族・イチゴツナギ亜科などが

検出された。このことから、本地域周辺では、少なくともこれらのイネ科植物が生育していたと

考えられる。

・稲作について

栽培種のイネ属は、各層準の堆積物から2形態の珪酸体が検出された。先述の近藤 (1988)の

現耕作土と比較 して、各層準ではるかに高率な値を示した。

9層および15014層 のイネ属は、 1区の平安時代の水田層を上回る値を示した。また、14層 が

砂層であることを考慮すると、上位からの落ち込みとは考えにくい。このことから、古墳時代以

前に本調査区で稲作が営まれていた可能性がある。

古墳時代遺物包含層である③層でも、イネ属機動細胞珪酸体が 1区の平安時代の水田層を上回

る値を示した。この産状は、平安時代の大畦畔構築土下部 (⑦層)よ りも高率な値を示す。この

ことから本層のイネ属 も上位から落ち込んできたとは考えにくい。したがって、本層が堆積した

頃も稲作が営まれていたと推定される。

平安時代の水田に伴う大畦畔の構築土⑦層・⑥層では、イネ属機動細胞珪酸体が 1区の平安時

代の水田層と同等もしくはこれを上回る値を示した。このことから、大畦畔を構築する土壌は、

周辺の水田耕作土を用いたことが示唆される。

5。 まとめ

今回の分析調査は、大畦畔を扶んで低地部から微高地にかけての古墳時代と平安時代の堆積物

を中心に行った。

・古墳時代以前

低地 (1区)と 微高地 (2区)では、珪藻・植物珪酸体分析で差異が認められた。低地部につ

いては、珪藻化石がほとんど検出されなかったため堆積環境を詳細に検討するに至らなかったが、

植物珪酸体分析の結果からヨシ属が卓越する湿潤な環境であったと考えられる。微高地では、珪

藻化石群集より攪乱の影響を受ける沼沢～湿地的な環境から乾燥化したと推定される。また、栽

培植物のイネ属が多産することから、稲作が行われていたと考えられる。

・平安時代

低地部では、 8層が堆積した頃、稲作が行われた可能性もあるが、弓|き 続きヨシ属が生育する

ような環境であったと推定される。その後、 7層が堆積した頃になると、本遺跡の周辺低地は沼

沢～湿地的環境 となり、稲作が営まれていたと推定される。発掘調査でも畦畔が検出されている

ことから、調査区内は稲の生産域に相当していたと判断される。一方、微高地では、居住域で

あったことが発掘調査の結果で明らかにされている。この微高地と低地を境に認められた大畦畔
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を構築する土層は、人為的に盛られたものであり、周辺の水田土壌を用いて構築された可能性が

ある。

0平安時代以降

低地部では河川の氾濫の影響により砂層が堆積して、水田層が覆われる。本砂層では、イネ属

の植物珪酸体が平安時代の水田層とほぼ同率程度産出する。これより、本層は周辺地域の水田耕

作土を削争Jし て再堆積 したものか、堆積後に本地点の周辺で稲作が行われたものの可能性がある。

一方、植物珪酸体の結果から本遺跡周辺では、古墳時代以前から平安時代以降までヨシ属をは

じめ、タケ亜科・キビ族・ウシクサ族・イチゴツナギ亜科などのイネ科植物が生育していたと考

えられ″る。

以上、低地部では古墳時代の頃に稲作が行われていた可能性が低 く、平安時代の頃になると稲

作が行われていたと推定された。一方、微高地では古墳時代以前の時期に稲作が行われていた可

能性を指摘した。これは、地形的な要因を反映しているのかも知れないが、本地域の稲作史を検

討する上で重要な資料 となる。今後、周辺の遺跡の分析調査成果を継続し、考古学的所見を含め

総合解析を行 うことで、時空的に人々をとりまく自然環境の復元ができるものと期待される。
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図版 1 珪藻化石

10μ m

1・ ε″fθ ιθffa“五a(Ehr。 )Kuetzing(2区 北断面蠅 ′点:No.2)

3.refasfra cf.sο fftt Eulerlstein(2区 北断面D地
`点

:No.2)

5.J“塑口肋
"faac"fata(Breb.)Grlmo7(2区

北断面馳 点 :No.5)

7.ε

""ffa s′

f“′aca Bleisch(1区 2号 トレ蠅 ′点:No。 3)

9・ 夕″ね
“

お Pana Cleve(1区 2号 トレB地点:No.3)

11.σα勁
““

′P49ryaf“ Kuetzing(1区 2号 卜
"地

点:No.3)

15.Pれ″ra″aαヵ
“
αゎ百′(Hust.)Xrammer(1区 2号 トレ蠅

`点
:No。 3)

17.Faattsぬfa鋼

"faI「

(Ehr。 )Gruno7(2区 北断面職 点 :No.5)

2.靱ω2ira cf.sa″ ぬ Eulellstein(2区 北断面D地点 :No.2)

4.ルfaslira cf.sa″ ぬ Eulerlstein(2区 北断面D地点 :No.2)

6.ルrf″
"ο

2iraFfaθ Var.む″′ε如口(Ralfs)V.Heurck(1区 2号 トレ蠅 点 :No.3)

8。 Cttffa stinaata Gregory(2区 北断面D地点:No.4)

10.εa叩わ
"曜

脚 οffθ Ehrenberg(2区 北断面D地点:No.5)

12.ル y′caFa θL懇墨 ′S(Greg。 )Ralfs(2区北断面D地点 :No。 2)

・３

13.ル y′caFa ttEin密 お var.″ agfθ cta(Krass。 )Patrick(2区 北断面晒 点:No.5)14.′ 脆″f″力 acrasp“″a7.Snith(1区2号 卜朔地点 :No.3)

12

16.Pれ″fa″a absctt Krasske(2区北断面D地
`点

:No.4)

18.動 aFar測物 gli"erara(Ehr.)0.Iuner(2区 北断面D地点 :No.4)
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:轟

導撃・‥‐出塾絲
JJII鵬 r4ム LJ陶 饉

100 μ m

1.状況写真(2区北壁面D地点 :No。 3)

3。 状況写真 (2区北壁面D地点 :No.4)

2。 状況写真(2区北壁面D地点 :No。 3)

4.状況写真(2区北壁面D地点 :No。 5)

| 11ラ
|

魃警夕眈閂 丁i
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図版3 植物珪酸体

50μ m

1.イ ネ属短細胞珪酸体(1区 1号トレD地点:No.3) 2.ヒ エ属短細胞珪酸体(1区 2号トレB地点:No.3)

3.エ ノコログサ属短細胞珪酸体(1区 2号 トレA地点:No.5) 4.チ ゴザサ属短細胞珪酸体(1区2号トレB地点:No.2)

5。 キビ族短細胞珪酸体(1区 1号トレD地点:No.3)

7.ヤ ダケ属短細胞珪酸体(1区 1号トレD地点:No.3)

9.ヨ シ属短細胞珪酸体(1区 1号トレD地点:No.3)

6。 クマザサ属短細胞珪酸体(1区 1号トレD地点:No.3)

8。 タケ亜科短細胞珪酸体(1区1号トレE地点 :No.5)

10。 コブナグサ属短細胞珪酸体(1区 1号トレD地点 :No。 3)

11.ス スキ属短細胞珪酸体(1区 1号トレD地点 :No。 3)   12.イ チゴツナギ亜科短細胞珪酸体(1区 1号トレD地点:No.3)

13.イ チゴツナギ亜科短細胞珪酸体(1区 1号トレD地点 :No.3)14。 イネ属機動細胞珪酸体(1区1号トレD地点 :No。 3)

15。 イネ属機動細胞珪酸体 (1区 1号トレD地点:No.3)   16.ヨ シ属機動細胞珪酸体(1区1号トレD地点:No.3)

17.キ ビ族機動細胞珪酸体 (1区 1号トレD地点:No.8)   18.ウ シクサ族機動細胞珪酸体(1区 1号トレE地点:No.5)
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(1)珪藻化石 ネガ説明

番号 種類名

O  Diploneis parma Cleve

l  Gomphonema parvulum Kuetzing
2 Meridion cieculae vare constrictum(Ralfs)Vo Heurck

3  Pinnularia acrosphaeria w.SΠ lith

4  Pinnularia acrosphaeria w.Srnith

5  Cymbella silesiaca Bleisch

6 Pinnularia schroederii(Huat.)Krammer
7  ]唖 rlosira cfo Solida Eulenstein

8  〕Лelosira cfo s01ida Eulenstein

9  Cyclotella comta(Ehr.)Kuetzing
10  1√ elosira cfo solida]Eulenstein

ll  14elosira cf. solida Eulenstein

12  〕√elosira cfo solida]Eulenstein

13  〕√elosira cfo solida]Eulenstein

14  Navicula elginensis(Greg.)Ralfs

15  Cymbella sinuata Gregory

16  Rhopalodia gibberula(Ehr.)0.1/1uller

17  Pinnularia obscura Krasske

18  Achnanthes lanceolata(Breb。 )Grunow
19  Navicula elginensis vare neglecta(Krass。 )Patrick

20  Gomphonema gracile Ehrenberg
21  Hantzschia amphioxys(Ehr.)Grunow
22  Hantzschia amphioxys(Ehr.)Grunow

地′点 層名  試料番号 図版0写真番号調査区

1区 2号 トレンチ

1区 2号 トレンチ

1区 2号 トレンチ

1区 2号 トレンチ

1区 2号 トレンチ

1区 2号 トレンチ

1区 2号 トレンチ

2区北壁面

2区北壁面

2区北壁面

2区北壁面

2区北壁面

2区北壁面

2区北壁面

2区北壁面

2区北壁面

2区北壁面

2区北壁面

2区北壁面

2区北壁面

2区北壁面

2区北壁面

2区北壁面

B
B
B
B
B
B
B
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D

b

b

b

b

b

b

b

⑦

⑦

⑦

⑦

⑦

⑦

⑦

⑦

14・ 15

14・ 15

14・ 15

9

9

9

9

9

倍率

640

640

640

640

640

640

640

640

640

640

640

640

640

640

640

640

640

640

640

640

640

640

640

-9
-11
-6
-14
-14
-7
-15
-4
-4
-1
-2
-2
-3
-3
-12
-8
-18
-16
-5
-13
-10
-17
-17

9)

番号

花粉化石プレパラー ト内の状況写真ネガ説明

試料番号種類名

状況写真

状況写真

状況写真

状況写真

6)植物珪酸体ネガ説明

番号 種類名

1 キビ族 (葉身機動細胞珪酸体)

2 タケ亜科 (葉部単細胞珪酸体)

3 ウシクサ族 (葉身機動細胞珪酸体)

4 エノコログサ属 (葉部単細胞珪酸体)

5 チゴザサ属 (葉部単細胞珪酸体)

6 ヒエ属 (葉部単細胞珪酸体)

7 ヨシ属 (葉部単細胞珪酸体)

8 イチゴツナギ亜科 (葉部単細胞珪酸体)

9 イネ属 (葉身機動細胞珪酸体)

10 キビ属 (葉部単細胞珪酸体)

11 コブナグサ属 (葉部単細胞珪酸体)

12 ヤダケ属 (葉部単細胞珪酸体)

13 ヨシ属 (葉身機動細胞珪酸体)

14 イチゴツナギ亜科 (葉部単細胞珪酸体)

15 クマザサ属 (葉部単細胞珪酸体)

16 ススキ属 (葉部単細胞珪酸体)

17 イネ属 (葉身機動細胞珪酸体)

18 イネ属 (葉部単細胞珪酸体)

調査区    地点  層名

2区北壁面   D   ③

2区北壁面   D   ③

2区北壁面   D  14・ 15

2区北壁面   D    9

倍率

50

50

50

50

図版・写真番号

2-1
2-2
2‐ 3

2-4

調査区

区 1号 ト

区 1号 ト

区 1号 ト

区 2号 ト

区 2号 ト

区 2号 ト

1区 1号 ト

1区 1号 ト

1区 1号 ト

1区 1号 ト

1区 1号 ト

1区 1号 ト

1区 1号 ト

1区 1号 ト

1区 1号 ト

1区 1号 ト

1区 1号 ト

1区 1号 ト

地点  層名

D   8
E   12
E   12
A  ll
B  7a
B  7b
D  7a
D  7a
D  7a
D  7a
D  7a
D  7a
D  7a
D  7a
D  7a
D  7a
D  7a
D  7a

試料番号

4

5

5

5

図版・写真番号

3-17
3-8
3-18
-3
-4
-2
-9
-12
-14

3-5
3-10
3-7
3-16
3-13
3-6
3-11
3-15
3-1

レンチ

レンチ

レンチ

レンチ

レンチ

レンチ

レンチ

レンチ

レンチ

レンチ

レンチ

レンチ

レンチ

レンチ

レンチ

レンチ

レンチ

レンチ

倍率

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300
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第 9図  Hl号 住居址実測図
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黒褐色粘質土 (10Y R2/3)。 焼土粒子
1(/2～

5 mm)含 む。炭化粒子 (/
黒褐色粘質土 (10Y R2/3)。 焼土粒子 (/2～ 3 mm)少 量含む。
暗褐色土 (10Y R3/3)。 焼土粒子 (/1～ 3 mEl)少量含む。細砂粒含む。
黒褐色粘質土 (10Y R2/2)。 焼土粒子 (/1～ 5 mm)・ 炭化粒子 (/2～ 3

暗赤褐色プロック (5Y R3/4)。 焼土粒子 (/1～ 3111111)主体。
黒褐色土 (7.5Y R3/2)。 焼土粒子 (/1～ 3 mm)多 量含む。
明赤褐色焼土 (5Y R4/6)。 焼土層。粒子細かい。
黒褐色土 (7.5Y R3/2)。 焼土粒子含む。カマド掘方埋土。
褐色土 (7.5Y R4/3)。 カマド掘方埋±。

l lnIIl)1僅 少量含む。

mm)少量含む。

標高410。 6m
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第12図  H2号 住居址実測図

Q

標高410.5m

l  (1181)  fm

η,・曖t°
H―

ミヽ_″ 多
ノノ

調
査
区
外

la 黒褐色土 (7.5Y R3/2)。 焼土粒子 (/2～ 3叩 )含む。カマド覆土。
lb 黒褐色土 (10Y R3/2)。 焼土粒子 (微粒子)僅少量含む。|カ マド覆土。

2 黒褐色土 (10Y R2/2)。 粘質土。炭化粒子・焼土粒子 (/2～ 5 mm)少 量含む。

3 暗赤褐色土 (5Y R3/6)。 カマド流出層。

4 黒褐色土 (10Y R2/3)。 住居覆土。

5 赤褐色土 (5Y R4/6)。 焼土層。

6 黒褐色土 (loY R2/3)。 住居床面構築二 (貼床)。

7 黒褐色土 (10Y R2/2)。 焼土粒子 (/2～ 5 mm)含 む。旧カマド流出層。

8 黒褐色土 (10Y R2/3)。 下面住居覆土。

10 黒褐色土 (10Y R2/2)。 旧カマド掘方埋土。

11 黒褐色土 (7.5Y R3/2)。 下面住居床面構築土。焼土粒子 (微粒子)含む。焼きじめか。

12 黒褐色土 (7.5Y R3/2)。 焼土粒子含む。カマド掘方埋土。

13 黒褐色土 (7.5Y R3/1)。 灰粒子含む。炭化粒子含む。ヵマド掘方埋±。

14 黒褐色土 (10Y R2/3)。 住居址掘方の際に移動した地山土。掘方土。

15 暗赤褐色土 (5Y R3/6)。 旧カマド焼土層。

16 暗赤褐色土 (5Y R3/3)。 カマドソデ構築土が被熱。

17 黒褐色土 (10Y R2/3)。 カマドソデ構築土。

18 黒褐色土 (10Y R2/3)。 カマドソデ構築土。

19 暗褐色土 (10Y R3/3)。 カマドソデ構築土。

20 暗褐色土 (10Y R3/3)。 砥くぞ (金色粒子)含む。

21 黒褐色土 (10Y R2/3)。 粘質土。
22 黒褐色土 (10Y R2/2)。 砂質土層含む。ピット充てん土。

23 暗褐色土 (10Y R3/3)。 褐色ブロック・黒褐色プロック (/5～ l cm)含 む。人為埋土。

24 暗褐色土 (10Y R3/3)。 粒子細かい。

25 黒褐色土 (10Y R2/3)。 褐色ブロック (/5 1nIIl)。 粘質土の混土。人為埋土.

26 褐色土 (10Y R4/4)。 褐色土主体。砥くそ?(金色粒子)含む。

E       E′
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第13図  H2号 住居址出土遺物実測図

第14図  H3号 住居址出土遺物実測図
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第16図  H3号 住居址出土遺物実測図

第17図  H4号 住居址出土遺物実測図
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E

1 暗褐色土 (5Y R3/4)。 粒子細かい。
2 黒色土 (N2/0)。 灰主体層。粒子細かい。
3 暗赤褐色土 (5Y R3/6)。 焼土層。
4 黒褐色土 (loY R2/3)。 ヵマド掘方埋土。

第15図  H3号 住居址実測図
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暗褐色土 (7.5Y R3/4)。 焼土層。
暗赤褐色土 (5Y R3/4)。 焼土層。
暗褐色土 (7.5Y R3/3)。 掘方埋土。

bl

標高410。 40m
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第18図  H4号住居址実測図
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褐色砂質土 (10Y R4/1)。

細砂粒含む。

黒褐1色砂質土 (10Y R2/2)。

細砂粒含み、炭化粒子少量含む。

暗褐色砂質土 (10Y R3/3)。

1掘 方埋土か ?

炭化粒子少量含む。

標高411.lm

(1180) 21m

|>

第19図  H5号 住居址実測図

第20図  H6号 住居址実測図

黒褐色砂質土 (2.5Y3/1)

炭化粒子含む。

暗褐色砂質土 (10Y R3/3)。  .
暗褐色砂質土 (10Y R3/3)。

黒褐色砂質土 (10Y R2/3)。

にぶい黄褐色シル ト (10Y R4/3)。

褐色土 (7.5Y R4/4)。

焼土層。

標高411.lm

♀   (1180)  21m

靱
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H7号住居址出土遺物実測図
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灰黄褐色シルト(10Y R4/2)。 焼土粒子・炭化粒子を少量含む。
暗褐色シルト(10Y R3/4)。 焼土粒子 (/3～ 7 mm)・ 炭化粒子含む。
暗赤褐色シルト(5Y R3/6)。 カマド天丼部・被熱により変色。
にぶい赤褐色シルト(5Y R4/4)。 カマド列床面焼土。
にぶい黄褐色シルト(10Y R4/3)。 カマド掘方埋土。
褐色シルト(10Y R4/4)。 カマド掘方埋土。

第22図  H7号 住居址実測図

標高410。 6m

♀   (1180)  iv

(114)1lCm

第23図  H7号 住居址出土遺物実測図
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1 にぶい黄褐色シルト(10Y R4/3)。 炭化粒子含む。

2 にぶい黄褐色シルト(10Y R4/3)。 炭化粒子含む。

3 褐色シルト(10Y R4/4)。 細砂粒含む。

4 赤褐色土 (5Y R4/6)。 焼土。被熱による変色。火床面。

5 褐色シルト(loY R4/4)。 カマド掘方埋土。
6 暗褐色シルト(7.5Y R3/3)。 カマド掘方埋土。

第24図  H8号 住居址実測図

第25図  H8号 住居址出土遺物実測図(1)

標高410。 6m
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第26図  H8号 住居址出土遺物実測図(2)

第27図  H9号住居址実測図
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にぶい黄褐色シル ト (10Y R4/3)。

炭化粒子 。砂粒含む。

にぶい黄色シル ト (10Y R4/3)。

炭化粒子少量含む。

褐色シル ト (10Y R4/4)。

砂粒含む。

標高410,6m

l  (1180)  iT
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第28図  H9号 住居址出土遺物実測図

第29図  H10号住居址実測図

|  (1141   1,Cm
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l   (1180)   21m
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1 にぶυJ黄褐色砂質シルト(10Y R4/3)。 中～大粒 (/3～ 5 EIIIl)の 炭化粒子。

2 暗褐色シルト (10Y R3/4)。 炭化粒子・炭化材 (20× 20Ellll)含 む。大粒 (/5～

7 mm)の 焼土粒子点在。

3 暗褐色シルト (10Y R3/3)。 炭化粒子・炭化材の混入著るしい。

4 にぶい黄褐色シルト(10Y R4/3)。 炭化粒子・焼土粒子含む。

5 にぶい黄褐色砂質シルト(10Y R4/3)。 炭化粒子・焼土粒子1含む。

6 にぶい黄褐色砂質土 (10Y R4/3)。 焼土粒子・焼土プロック (/20～ 30mm)。

7 にぶい黄褐色砂質シルト(10Y R4/3)。 焼土粒子・焼土ブロック含む。

8 褐色砂質シルト(10Y R4/4)。 焼土粒子・焼土ブロック(/10mm)を含み、被熱

硬化土 (/5～ 10mm)炭化粒子′点在。

9 にぶい赤褐色粘質土 (5Y R4/3)。 焼土粒子・焼土プロックの混入著るしく、灰白

色粘土を1固粒状に含む。

10 黒褐色粘質土 (7.5Y到 3/2)。 大粒の焼土粒子 (/5～ 7 mln)多量に含む。

11 褐色砂質シルト(7.5Y R4/3)。 焼土・火床面。

12 暗褐色粘質土 (10Y R3/3)。 褐色砂粒の混入。黒褐色粘質土含む。

l   =FT‖
::l    im

第30図  H‖ 号住居址実測図

l  (114)  llCm

第31図  H10号住居址出土遣物実測図
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第32図 H‖号住居址出土遺物実測図
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第33図  Hll号住居址出土遺物実測図

|  (li4)  10Cm

第34図  H12号住居址出土遺物実測図(1)
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10層  10Y R5/3に ぶい黄褐色ネンド

H層  51Y R 4/5に ぶい赤褐色粘質土

12層    〃  赤褐色土

13層  7.JY R4/3褐 色シル ト

14層    〃  褐色粘質シル ト

15層  101y R4/3に ぶい黄褐色シル ト

16層  7.51Y R4/2灰褐色シル ト

17層  10Y R3/3暗褐色粘質シル ト

18層        〃

標高410。 7m

♀   (1180)  21m

第36図  H12号住居址実測図

第35図  H12号住居址出土遣物実測図

|>
34-1

1層  101Y R 4/2灰 黄褐色砂質土

2層     〃

3層 101Y R4/2灰黄褐色砂質シル ト

4層  101y R4/2灰黄褐色シル ト

5層      〃

6層 10に R%にぶい黄褐色シル ト

7層  101Y R 3/3暗褐色シル ト

8層     〃

9層  101Y R4/2灰黄褐色シル ト

|>

=1´
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にぶい黄褐色シル ト (loY R4/3)。 大粒の焼土
粒子 (/5～ 9 11un)、 炭化粒子 (/2二 3 mm)含 む。
灰褐色粘質土を同粒状に含む。
褐色シル ト (loY R4/4)。 焼土 。炭化粒子含む。
褐色シル ト (loY R4/4)。 焼土ブロック多し。
灰褐色粘質土 (5X R4/4)。 焼土・灰褐色粘土.  5Y R
土褐色土 (5Y R4/6)。 ヵマ ド火床面・焼土層。
にぶい赤褐色粘質土 (5Y R4/4)。 焼土・焼土ブロック。
暗褐色粘質シル ト (loY R3/4)。 焼土粒子 (/5～ 9111111)。

P

標高410.5m
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m

、                                                ノ

     1

11  (114)  110Cm

第37図  H13号住居址実測図

第38図  H13号住居址出土遺物実測図
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第39図  H14号住居址実測図

l  (114)  llCm

第40図  H14号住居址出土遺物実測図

第41図  H15号住居址実測図

標高410。 6m

l  (1180)  im

標高410.6m

♀   (1180)  21m

ト

―- 92 -一



東
裏
遺
跡
Ⅱ
図
版
１９

1 灰黄褐色砂質シル ト (10Y R4/2)。 灰褐色粘質土を斑紋状に含む。やや大粒の

炭化粒子 (/5 1nIIl)′ 点在。

2 にぶい黄褐色砂質シル ト (10Y R4/3)。 灰褐色粘質土を斑紋状に含み、炭化粒

子・炭化土を局所的に含む。大粒の焼土粒子 (/5～ 7 mm)′点在。

3 にぶい黄褐色シル ト (10Y R4/3)。 灰褐色粘質土を斑文状に含み、炭化粒子・

焼土粒子 (/2～ 3 nlEl)を 均等に含む。

4 灰黄褐色砂質シル ト (10Y R4/2)。 1に 比べ灰褐色粘質土の混入多し。
5 にぶい黄褐色～褐色粘土質 (10Y R4/3～ 4/4)。 褐色粘質土主体。炭化粒子催かに含む。
6 にぶい黄褐色砂質シル ト (10Y R4/3)。 2に 比べ灰褐色粘質土の混入多い。
7 にぶい黄褐色シル ト (10X R4/3)。 焼土粒子・炭化粒子の混入著るしく、焼土

ブロ ンヽク (20× 30mm)の 混入あり。

8 に』ゞい黄褐色シル ト (10Y R4/3)。 灰褐色粘質土を斑紋状に含み、焼土粒子・

炭化粒子を少量含む。

9 灰黄褐色砂質土 (10Y R4/2)。 焼土粒子 。炭化粒子少量含む。部分的に硬化ブ

ロック状貼床構築土。

10 赤褐色焼土層 (5Y R4/6)。 火床面。

11 赤褐色焼土層 (5Y R4/6)。 焼土粒子プロック。

12 に』ゞい黄褐色砂質シル ト (10Y R4/3)。

第42図  H16号住居址実測図
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にぶい黄褐色砂質シル ト (10Y R4/3)。

にぶい黄褐色シル ト (10Y R4/3)。

微粒の焼土粒子僅かに含む。

暗褐色粘質シル ト (10Y R3/3)。

炭化粒子 。炭化土の混入著るしい。

暗褐色粘質シル ト (10Y R3/3)に 比べ、

焼土粒子・焼土ブロック (/10～ 20mal)含む。

赤褐色土 (5Y R4/6)。 焼土火床面。

暗褐色シル ト (10Y R3/3)。

焼土粒子、回粒状に含む。

標高410。 5m

o   (1:80)  2m
i   l   l

第43図  H17号住居址実測図
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H16号住居址出土遣物実測図(1)

一- 94 -

第44図



東
裏
遺
跡
Ｈ
図
版
２‐

|  (1141   ]OCm

5

第45図  H16号住居址出土遺物実測図(2)
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―第46図  H17号住居址出土遺物実測図
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褐色砂質土 (loY R4/4)。 地山に近似。
にぶい黄褐色砂質土 (loY R3/4)。 焼土層。
炭化粒子・焼土粒子主体。

褐色シル ト (10Y R4/4)。 粒子極めて細かい。
暗赤褐焼土 (5Y R3/3)。

暗褐色土 (10Ⅳ  R3/3)。 粒子極めて細かい。
褐色土 (10Y R4/4)。 被熱の焼土層。
にぶぃ黄褐色土 (loY R5/3)。 砂質土。
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第47図  H18号住居址実測図

1 暗赤褐色焼土 (5Y R3/4)。 カマド焼土。

2 黒褐色土 (7.5Y R3/2)。 カマド掘方埋土。

第48図  H18号住居址カ ド実測図
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1 暗褐色土 (7.5Y R3/3)。 カマド掘方埋土。

2 にぶい赤褐色土 (5Y R4/4)。 掘方埋土。

3。 にぶい赤褐色土 (5Z R4/4)。 焼土層。

4 褐色土 (10Y R4/4)。 カマド掘方埋土。
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第52図  H19号住居址出土遺物実測図

第53図  H20号住居址実測図
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1 黒褐色土 (10Y R3/2)。 焼土粒子含む。
2 暗褐色土 (loY R3/4｀ 、焼土粒子含む。
3 赤褐色土 (5Y R4/6)。 焼土層。
4褐色土 (7.5Y R4/4)焼 土層。
5 暗褐色土 (10Y R3/4)。 カマド掘方埋土。
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カマ ド掘方埋土。

5 にぶい黄褐色土 (10Y R4/3)。

住居掘方埋土。

第54図  H21号住居址実測図
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1 暗褐色土 (10Y R3/3)。 砂質土。
2 にぶい黄褐色土 (10Y R4/3)。 砂質土。
3 褐色土 (10Y R4/4)。 砂質土。
4 暗赤褐色土 (5Y R3/6)。 焼土層。
5 黒褐色土 (10Y R3/2)。 カマド掘方埋土。
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第55図  H22号住居址実測図

第56図  H20号住居址出土遣物実測図
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第57図  H21号住居址出土遺物実測図

H23号住居址出土遺物実測図

-101-

l いil)「
帥

東
裏
遺
跡
Ⅱ
図
版
２７

| (114) 10Cm

納
引
Ｗ
ヽ

１

ヽ

＼



Ｐ２
⑨

東
裏
遺
跡
Ⅱ
図
版
２８

、ヵ

″
こ

フ

ン

ヽヽ
|:

||

lo l ‖曖

ユ
′

二   1_i3 二
′

58-6 dp a

第59図  H23号住居址実測図

|>

011ω

Ｄ
ａ

Ｄ
一

Ｄ
一

第60図  H24号住居址実測図
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カマ躙土。
焼土層。

4 褐色土 (loY R4/4)。

カマ ド掘方埋±。
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暗褐色土 (loY R3/3)。 粒子細かい。
暗褐色土 (loY R3/3)。 粒子細かい。
暗褐色土 (loY R3/4)。 焼土粒子主体。
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1 暗褐色土 (10Y R3/4)。 焼土粒子・炭化粒子 (/1～ 3 1nIIl)少量含む。粘質土。

2 褐色土 (7.5Y R4/3)。 焼土粒子 (/1～ 2 11un)含む。

3 暗褐色土 (7.5Y R3/3)。 粘質土。焼土粒子 (/1～ 2 mEl)含 む。

4 暗褐色土 (10Y R3/4)。 砂質土。焼土粒子 (/1 mll)含む。

5 暗褐色土 (10Y R3/4)。 砂質土。粒子細かい。

6 暗赤褐色土 (5Y R3/4)。 焼土層。粒子細かい。

7 黒褐色土 (7.5Y R3/2)。 焼土粒子 (微粒子)含む。被熱により変色。カマド掘方埋土。

8 褐色土 (10Y R4/4)。 カマド掘方埋土。
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第63図  H25号住居址出土遺物実測図
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暗褐色土 (10Y R3/3)。

砂質土。炭化粒子 (/1～ 3111m)少 量含む。

暗褐色土 (10Y R3/4)。

砂質土。

暗褐色土 (10Y R3/4)。

砂質土。炭化粒子 (/1～ 2 mm)含む。
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第64図  H26号住居址実測図
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第65図  H26号住居址出土遺物実測図
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暗褐色土 (10Y R3/4)。 カマド掘方埋土。
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にぶい赤褐色土 (5Y R4/4)。

焼土層。

暗赤褐色土 (5Y R3/6)。

焼土層。砂質土。

暗褐色土 (10Y R3/4)。

カマ ド掘方埋土。
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第67図  H28号住居址実測図
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第69図  H28号住居址出土遺物実測図
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第71図  H29号住居址出土址遺物実測図

一- 106 -―



東
裏
遺
跡
Ⅱ
図
版
３３

|  (111)  199m

第73図  H20号住居址出土遺物実測図図測実物
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黒褐色砂質土 (loY R3/1)。

炭化粒子 (/1～ 5 1nln)含 む。炭化物含む。
暗褐色砂質土 (loY R3/3)。

炭化粒子少量含む。

暗褐色砂質土 (loY R3/3)。

シル トプロック含む。
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黒褐色砂質土 (loY R2/3)。

炭化粒子 (/2「 2011un)含 む。

暗褐色砂質土 (10Y R3/3)。

灰黄褐色砂質土 (loY R4/2)。

暗褐色砂質土 (10Y R3/4)。

炭化粒子少量含む。
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黒褐色砂質土 (10Y R3/2)。

炭化粒子・褐色シル トプロック (/1～ 3 cln)含 む。
黒褐色砂質土 (loX R2/2)。   (loY R
炭化粒子・褐色シル トプロック (/1～ 3 cm)含む。
暗褐色シル ト (10Y R3/3)。

炭化粒子(微粒子)少量含む。褐色シル ト粒1子 多量に

含む。

暗褐色シル ト (10Y R3/4)。

壁体崩落土。
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少量含む。粒子細かい。

4 黒褐色粘土 (7.5Y R2/2)粒 子細かい。

5 黒褐色粘土 (10Y R2/2)粒子細かいょ

6 黒褐色粘土 (10Y R2/2)粒子細かい。

7 黒褐色粘土 (10Y R2/3)粒子細かい。
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第77図  M2、 7号溝状遺構実測図
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褐灰色砂質土(7.5Y R%)
褐灰色砂質土(7.5Y R%)
黒褐色砂質土(loY R%)
暗褐色砂質土(loY R%)
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にぶい黄褐色土 (10Y R4/3)。 砂質土。

粒子細かい。

黒褐色土 (10Y R2/3)。 砂質土+有機質土。

細砂粒と黒褐色プロック (/1～ 2 cm)の 混土層。

にぶい黄褐色粘土 (10Y R4/3)。

細砂粒含む。

黒褐色土 (2.5Y R3/2)。 砂質土。

細砂粒主体。
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第78図  M8号 溝状遣構実測図
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第82図  M8号 溝状遣構出土遺物実測図(2)
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1 褐色シルト(10Y R4/4)。

2 褐色シルト(10Y R4/4)。 焼土粒子・炭化粒子少量含む。

3 嗜褐色シルト(10Y R3/3)。 焼土粒子・炭化粒子含む。

4 褐色砂質土 (10Y R4/4)。 炭化粒子少量含む。

5 褐色砂質土 (10Y R4/4)。

6 暗褐色シルト(10Y R3/3)。

7 暗褐色シルト(10Y R3/3)。 ,
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D4～ 7号土坑址実測図

第86図  D7号 土坑址出土遺物実測図

黒褐色土 (10Y R3/1)。 砂質土。
黒褐色土 (10Y R3/2)。 砂質土。
暗褐色土 (10Y R3/4)。 砂質土。
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第87図 第 1号焼土址実測図

明赤褐色土 (5Y R3/6)。 焼土層。

粒子細かい。

黒褐色土 (7.5Y R3/1)。

焼土粒子 (/1～ 2 mll)僅 少量含む。

暗赤褐色土 (5Y R3/3)。

焼土粒子 (7.5Y R2/3)。

灰粒子 (微粒子)少量含む。

黒褐色土 (10Y R3/2)。

炭化粒子 (微粒子)催少量含む。

黒褐色土 (7.5Y R2/3)。

灰粒子 (微粒子)少量含む。
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にぶい黄褐色シル ト (loY R4/3～ 5/4)。

にぶい黄褐色砂層 (10Y R4/3)。 細砂粒主体。
灰黄褐色砂層 (10Y R4/2)。 細砂粒主体。
灰褐色シル ト (7.5Y R4/2)。

黄灰色粘質土 (2.5Y4/1)。 細砂粒含む。
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2 にぶい黄褐色粘土 (10Y R4/3)。 畦畔構築土。

3 灰黄褐色粘土 (10Y R5/2)。 集積粒子含む。

4 灰黄褐色シルト (10Y R4/2)。 集積粒子含む。

5 にぶい黄褐色シルト(10Y R4/3)。 集積粒子含む。

6 暗灰黄色シルト (2.5Y4/2)。 集積粒子含む。

7 黄灰色シルト (2.5Y4/1)。 細砂粒含む。

8 灰黄褐色シルト (10Y R4/2)。 細砂粒多量に含む。

9 褐灰色シルト (10Y R4/1)。 集積粒子含む。

10 暗灰黄色シルト (10Y R4/2)。 集積粒子含む。

11 暗灰黄色シルト (10Y R4/2)。 集積粒子多量に含む。

12 褐色粘質土 (10Y R3/1)。
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暗赤褐色土 (5Y R3/6)。 焼土粒子・焼土ブロック (/1～ 3 cm)含む。
カマドソデ構築材。

褐色砂層 (5Y R4/6)。 焼土粒子含む。天丼部崩落土か ?

灰黄褐色シルト(10Y R4/2)。 焼土粒子・炭化粒子少量含む。ソデ構築材。
灰褐色粘質土 (10Y R4/1)。 カマド掘方埋土。
暗赤褐色焼土 (5Y R3/6)。 焼土層。
褐色土 (10Y R4/4)。 カマド掘方埋土。
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5区第 2面完掘状況

東より

4区第 1面完掘状況

西より

3区縄文土器出土状況

南より
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西より
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南より
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報告書抄録

ふ り が な みなみじょういせきぐん ひがしうらいせきに あおきしたいせき

童
日 名 南条遺跡群 東裏遺跡Ⅱ。青木下遺跡

副  書  名 長野県埴科郡坂城町Aol号線道路改良事業に伴う発掘調査報告書

巻 次

シ リー ズ 名 坂城町埋蔵文化財発掘調査報告書

シ リー ズ番 号 第1集

著  者  名 森鳴稔・助川朋広

編 集 機 関 坂城町教育委員会

所  在  地 〒389-06 長野県埴科郡坂城町大字中之条2468番地 ‐_三
EL 0268-82-2069_」

発 行 年 月 日 1994年 3月 30日

ふ りが な

所収遺跡名

ふ りが な

所 在 地

コ ー ド
北 緯 東 経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

東 裏遺跡Ⅱ 長野県埴科郡

坂城町

大字 南 条
1521

36

25

33

138

11

49

1992年 9月 30日 ～

1993年 1月 20日

1993年 4月 2日 ～

1993年 7月 19日

4.344m2

坂城町道A01号線道

路改良事業に伴う事

前調査

青木下遺跡 同上
138

11

53

1992年 9月 30日 ～

1993年 1月 20日
1,71lm2

所有遺跡 種 別 主な時代 主 な遺跡 主な遺物 特記事項

東裏 集落址 縄文

中～晩期

古墳中

|

平安

竪穴住居址     29棟

礎石建物tlL     l棟

竪穴状遺構      3棟

溝状遺構       8条

土坑tlL       7基

集石址       5基

土器集 中址      3基

縄文土器

中～晩期

打製石斧

石鏃

土師器

須恵器

円面硯

灰釉陶器

鉄鏃

耳環

管玉

臼玉

古墳時代中期末～平安時代が主体と

なり古墳時代中期末の玉造り工房址

が 3棟検出され、礎石建物も検出さ

れている。

青木下 集落址

水田址

古墳

!

平安

竪穴住居址     1棟

溝状遺構      6条

水田llL      4区 画

土器集中址     3基

土師器

須恵器

平安時代後期と考えられる水田址が

砂層に覆われた状態で検出された。
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おわりに

東裏・青木下遺跡の調査報告書を上梓することができることを大きな慶び

とするものである。今、20世紀の終末にあたって坂城町は刻一刻と変貌しつ

つある。工業立町をつらぬきながら高速自動車道、新幹線と利便に供し、ア

クセス道路の整備にと、過去と未来の接′点を見出すのに苦悩し努力している

からである。坂城町の過去は豊かな文化財に恵まれている。土地にのこされ

た記憶があり歴史である。未来は21世紀への展望をもって架けている。現

代人はそのはざまにあって苦悩する葦であるとも言える。その苦悩する葦の

一本、二本がせめて記録だけでものこそうと努力した結果が本書として上梓

されることとなった。過去や未来に対するせめてもの贖罪である。関係機関

の担当者、直接調査に協力された方々に厚 く謝意を述べねばならないことを

思うのである。

東裏・青木下地籍は、千曲川の環流域にあって古 くから知られた遺跡で

あった。調査の前から去就が注目されていたが、注目にたがわず重要な資料

を提供する事となった。開発側との調整はもとより保存を使命とする教育委

員会の保護・保存、活用の理念に裏打ちされたものでなければならないだけ

に、一歩も二歩もその理念に近づきながらの選択に苦悩する姿勢にまず敬意

と謝意を表さなければならない。

そして時間に切迫されながら現場を情熱的に調査された皆様に重ねての謝

意を表して巻末のことばとするものである。

平成 6年 3月 30日

調査団長 森  鳴   稔

発行 日

編集者

発行者

1994年 3月 30日

坂城町教育委員会

坂城町教育委員会

〒38)06 長野県埴科郡坂城町大字中之条2,468番 地

TEL 0268(82)2069

信毎書籍印刷株式会社印刷者
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